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 平成23年 4 月　

平成23年度大阪大学澪電会総会・懇親会ご案内

 澪電会会長　渡辺　克信

拝啓　陽春の候　会員の皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
　さて、平成23年度澪電会総会ならびに懇親会を下記の通り開催いたします。昨年は150名を超える卒業生や
先生方が出席され、大盛況でした。母校の先生方を交えて、先輩、後輩、同期生の方々が一堂に会して旧交を
温めつつ、情報交換を行う絶好の機会でございます。また、総会・懇親会にあわせて日頃ご無沙汰の同期会を
企画されるのもよろしいかと存じます。
　昨年同様、本年も講演会を企画いたしました。最新の話題についてご講演いただく予定ですので、皆様お誘
いあわせの上、多数ご参加下さますようご案内申し上げます。
 敬　具

記

日　時： 平成23年 6 月 3 日（金） 17：00～20：30

会　場： リーガロイヤルホテル「山楽の間」
 　（大阪市北区中之島 5－3－68、TEL：06－6448－3431）

次　第：  1 ．講演会 17：00～18：00

 　　「多元素ナノ構造体の室温原子操作・組立」
 　　　　大阪大学大学院工学研究科電気電子情報工学専攻　教授　森田清三　先生
  2 ．総　会 18：00～18：30

  3 ．懇親会 18：30～20：30

会　費： 学部卒業平成14年度以降の方　　　　 7,000円
 学部卒業平成13年度以前の方　　　　10,000円
 会費は当日申し受けます。懇親会のみのご参加も歓迎いたします。

準備の都合上、出欠のご返事を同封のはがきにて、来る 5 月25日（水）までにお知らせください。

表紙について

　表紙の“澪電”は、熊谷信昭大阪大学元総長（通信・昭和28年旧制）の揮毫によるものです。
　写真は、新たに建築されたE6-E棟建物外観です。詳しくは、 6 ページにある「母校のニュース」をご参照
ください。
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　会員の皆様には益々ご健勝でご活躍のこととお慶び
申し上げます。昨年 6 月の総会で会長を拝命して以
来、会の活動が順調に進んでおりますことは、本部の
役員、事務局始め、全国各支部の皆さまの多大なるご
尽力の賜物と深く感謝しております。
　この一年、各支部の総会・見学会に本部役員の方々
と共にお邪魔し、大学の現況をご報告する一方、支部
活動の内容を伺うと共に、バラエティに富んだ施設の
見学を通じて最先端の通信・エネルギー技術のあり
方、企業としての環境への取り組みに触れることがで
きました。懇親会では各支部の様々な年代の方と親し
く杯を交わし、特に若い方々が活躍される姿に、たい
へんうれしい思いをいたしました。
　北陸支部（見学：北陸電力志賀原子力発電所等）、
中国支部（キリンビール岡山工場）、九州支部（アサ
ヒビール博多工場等）、東海支部（デンソーギャラ
リー）、四国支部（四国電力総合研修所）のそれぞれ
関係者のみなさんに改めてお礼を申し上げます。この
号がお手元に届く前後に東京支部の総会・見学会が予
定されており、楽しみにしております。
　本部見学会としましては、手前味噌ながら朝日放送
の社屋をご案内させていただきました。ご承知のよう
に、今年平成23年 7 月24日にテレビのアナログ放送が
終了し、デジタル放送に完全移行いたします。放送・
通信をとりまく環境が、特にこの数年激しい変化を見
せておりますことは会員の皆さまも日々実感されてい
ることと存じます。
　平成20年に竣工・移転しましたこの社屋では、地上
波アナログテレビ、デジタルテレビ、ラジオ、CSの
「スカイ－A」といった「放送」サービスに加え、通
信系のサービスも視野に入れた、最新の技術を生かし
た設備を導入しており、ご関心も高いのではないかと
考え、ご案内した次第です。（なお、本当に 7 月24日
にアナログ放送は終了いたします。もしお近くに高
齢者の方などお困りの方がおられましたら、「地デジ
コールセンター」電話0570－07－0101をご案内いただ
ければ幸甚です。）
　各支部の懇親会で、「大阪から離れると、ますます
タイガースが恋しくなる」と、なかなか情報が入って

こない切なさ（？）を多くうかがいました。タイガー
スに限らず、関西の話題や情報を地方で求める声は多
く、そういったお気持ちに応えたいと、仕事柄感じた
りいたしました。
　いささか宣伝めいて恐縮ですが、タイガースの試合
を多く放送している「スカイ－A」はCSなので全国
に届きます。また、昨年より東京・大阪の各ラジオ局
と共同でIPによるサイマルラジオ「radiko」が放送
エリア内限定サービスでスタートしておりますが、ゆ
くゆくは全国に広げていければと夢を持っています。
　実は、このIPサイマルラジオは、宮原前総長が協
議会の会長としてとりまとめの労を取って頂きまし
た。アナログテレビ放送終了後の電波の跡地は、携
帯端末向け放送サービスとして活用が検討されてお
り、「radiko」同様、通信系、あるいは各メーカーの
方々のお知恵を拝借することになります。仕事上でも
同窓の方とのお付き合いが続くことはうれしい限りで
す。
　今年、大阪大学は記念すべき創立80周年を迎え、
さまざまな記念行事が予定されています（詳しくは
http://www.osaka-u.ac.jp/ja/80thAnniversaryを
ご覧下さい）。同窓のみなさまと共に、当会の活動を
通じ母校への支援をさらに強化して参りたいと考えて
おります。一層のご支援、ご協力をお願いしてご挨拶
とさせていただきます。
　　 　　
　この稿の締め切り後、東北地方太平洋沖地震が発生
しました。震災により被害を受けられた方、愛する方
が被災された方に心からお見舞いを申し上げます。
　まだ詳しい状況がわからない中ですが、会員の中に
は復旧・復興作業に従事されている方も多いと推察し
ます。報道されております過酷な状況の中でのご苦労
に深い感謝と敬意を表します。
　なお、被害の大きさや社会情勢、また被災しあるい
は近しい人が被災した学生がいるであろうことを考慮
し、 3 月に予定しておりました電気系卒業祝賀会・謝
恩会を中止いたしましたことをご了承くださいますよ
うお願いします。
　被災地の一日も早い復旧を心より祈念いたします。

会長ごあいさつ

澪電会会長　渡辺　克信
（通信・昭42）
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シリコンに魅せられた35年

　長年勤めてきた大阪大学を離れる時期がやって来
た。学生として 8 年間、教員として24年間、阪大に在
籍し、素晴らしい先生方と優秀な学生に囲まれて研究
ができたことを心から喜びたい。
　振り返ってみると、小学校高学年や中学生になる
頃、小遣いで購入したトランジスタを使ってラジオ、
オシロスコープ、無線機などを作って遊んでいた。雑
誌に掲載されている回路図をみながら電子回路を製作
していたが、今から思うとオタクそのものであった。
学部時代には、熊谷信昭先生の「電磁気学」、濱口先
生の「半導体物性」など、各種の物理現象を司る理論
の美しさにとても感動し、半導体物理の研究を志し
た。電子工学科の中井教授の研究室では「半導体のバ
ンド構造」を研究したが、その後、事情があって博士
後期課程を中退して東芝に入社した。そこではシリコ
ン酸化膜の欠陥を無くす技術の開発を担当した。来る
日も来る日もシリコンウエハを洗浄・酸化し、ゲート
酸化膜の破壊測定を繰り返した。最初の 3 年間は全く
成果が得られず無能感と挫折感に苛まされたが、1980

年、ついにシリコン酸化膜の欠陥の原因を突き止め
た。この原因解明が契機となってムーアの法則に沿っ
た集積回路の微細化の歴史に貢献できたと思ってい
る。その後、コンピュータ上で集積回路の製造が模擬
できるプロセス・デバイスシミュレーションの開発に
転向し、その余勢をかって米国MITに留学した。世
界中の半導体各社から研究者が集まっているMITで
は、国や組織を越えた人々と専門的な議論をし、井の
中の蛙的な発想からの脱却を図った。留学から戻って
きてからは超LSI研究所の課長として、事業部の錚々
たるメンバーと切磋琢磨しながら最先端集積回路の研
究開発をした。当時、東芝には集積回路の研究開発を

リードする才能豊かな人材が多く、その方々の活躍
で、東芝の1MDRAM生産量は世界トップにまで上り
詰めている。
　1986年に大阪大学に赴任してからは、濱口智尋教授
の指導の下で「半導体中の電子伝導機構」や「半導体
デバイスの動作・長期信頼性」などの研究を進めた。
なかでも学生と社会人との混成チームで共同開発した
「第一原理からのデバイスシミュレータ」が半導体各
社で利用されるに至ったことは懐かしい思い出であ
る。
　教授に昇任する直前、工学研究科の事務から「先生
に 3 億円が当たりました。回路関係の施設整備だそう
です。」との連絡が入った。「そんな大型の経費を申請
した記憶はないので、何かの間違いでしょう」と回答
したが、振り返ってみると、それがアナログ集積回路
設計に踏み出す契機となった。その頃、業界では「デ
ジタル万能」と喧伝され、アナログ回路技術者が絶滅
する運命に瀕していた。わが国のアナログ回路設計の
知的資産が雲散霧消すると感じた私は、50歳になって
無謀にも「アナログ回路技術者教育」に着手すること
にした。日本の設計者の間では「アナログ回路は芸
術（アート）、優秀な職人（芸術家）しか設計できな
い」、「アナログのセンスがなければいくら努力しても
無駄」と言われていた。私は、アナログ回路設計は
アートではなくエンジニアリングだ、との信念に基づ
き「アナログ回路には不思議はない。すべて理詰めで
測定結果を説明できるはず」と言い続け、学生の教育
に携わってきた。その考えが正しかったか否かは今
後、明らかになってくるだろう。
　私は、情報産業革命を牽引してきた集積回路の研究
開発一筋で35年間生きてきた。時間、場所、技術から
なる三次元座標をイメージすると、①1980年代に働き
盛りであったこと、②大手の電機企業がある日本に生
まれたこと、③集積回路の開発に携われたこと、の 3 

重点（ピンポイント）に偶々いたことが幸運であっ
た。自分たちの開発した集積回路で世の中が変わるこ
とを実感した唯一の世代と言えよう。もし10年後に生
まれていたら…、ロシアに生まれていたらなど、と想
像すると、この仕事に出会えたことがまさに「一期一
会」である。

講演会からの話題

大阪大学大学院工学研究科
電気電子情報工学専攻

教授
谷　口　研　二
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無線通信の研究とその社会的責務

　情報通信部門・ワイヤレスネットワーク工学領域を
担務している小牧です。
　私は、昭和47年に阪大・通信工学専攻・修士課程
滑川研究室にお世話になり、その後NTTの無線研究
所に入り無線伝送方式の研究実用化を行ってきまし
た。そこでは、16QAM、256QAM変調とフェーディ
ング補償技術としての偏差最小型スペースダイバーシ
ティ、マルチキャリア方式の研究実用化、変調多値数
を可変にした無線通信方式ならびに各種の電波をその
ままの形で光ファイバに閉じ込めて伝送する光電波融
合通信の研究を行っていました。平成 2 年に大阪大学
に戻った際には、人間の外的刺激反応をシステム制御
理論の面からとらえた研究を行っておられた藤井克彦
名誉教授、社会エネルギーシステムを大規模システム
制御理論の観点から捉えて研究をされていました鈴木
胖名誉教授の研究室を引き継ぐことになり、何とか先
輩の研究の流れに合わせられないかということで、前
者を人間中心の柔軟な電波利用（無線通心：電波エー
ジェント）、後者を汎用的な社会電波基盤（ソフト
ウェア無線ネットワーク）とし、長期的な研究方針を
設定し研究を行って来ました。

　それまで、電波は有限資源であるため強い規制のも
とで、電波形式やサービス内容をガチガチに規定し
て運用することが一般的でした。これとは正反対の
「ユーザ中心に自由に電波を利用する」という研究を
開始したため、当時は、皆さんにもなかなか理解して
もらえませんでした。
　研究スタートから20年経過した現在では、WoIP：
Wireless  Service  over  IP，Radio on Fiber 

Networks，Radio Service Agentsに発展し、電波空
間が有している「どのような電波であっても自由に伝
送可能である」という本来の特徴を活かし、同時にお
互いの干渉を回避するワイヤレスネットワーク技術と
して研究分野が確立してきています。現在、異種無線
統合サービス、コグニティブ無線、アンビエントネッ
トワーク、ユビキタスネットワークあるいはワイヤレ
スクラウドといった言葉が世の中に現実のものとなっ
てきていますが、我々の実現した技術がやっと世の中
の役に立つようになってきたと思っています。
　「電波は、人類共有の財産」と言われており、為政
者や事業者の持ち物ではなく、それを利用する人類す
なわちユーザの共有の持ち物として定義されていま
す。今後、ますますユーザ中心の電波利用が進みます
が、できるだけ早い時点で干渉のない固定ネットワー
クに電波を閉じ込め、他のユーザとの共用をはかるこ
とが大前提となります。「光の道構想」の着地点を考
える上でも、電波固定融合基盤をどのように構築すべ
きであるか、それに必要な技術は何かを広い視点で真
剣に考えるべき時代に至っており、無線通信研究の社
会的責務は、ますます重要になってきています。澪電
会の皆さんの今後のこの方面での研究と活躍を祈念し
ております。

講演会からの話題

大阪大学大学院工学研究科
電気電子情報工学専攻

教授
小　牧　省　三
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新たな移動通信ネットワークLTE

【LTEの導入】
　昨年の12月24日、NTTドコモは新たな通信ネット
ワークサービスを開始しました。
　従来の第 3 世代方式という通信方式を更に高速・大
容量・低遅延にした長期的発展システムであるLTE

（Long Term Evolution）と言われている新方式で
す。第 3 世代方式に比べてスピードは約10倍、周波数
効率は約 3 倍、伝送遅延は約 1／4 という高機能ネッ
トワークです。ドコモではこれをサービスブランド名
「Xi」（クロッシィ）と名づけて東名阪から開始し、
順次全国にサービスを広げてまいります。

【携帯電話の世代交代】
　そもそも日本の携帯電話は、第 1 世代と言われる
「アナログ方式」から第 2 世代の「デジタル方式」に
変わったのが1993年、更に第 3 世代に変わったのが
2001年です。
　約10年に 1 度の頻度で新方式を導入していることに
なります。どうしてこのように頻繁に新しい方式に移
行するのかということですが、電波はご承知のように
限られた周波数を使っています。多くのお客様に、多
くのデータトラヒックで利用していただくためにはよ
り高速で容量の大きい方式を導入しないと対応できな
いのです。第 2 世代が始まって10年間で携帯電話の利
用者数は約40倍に増加しました。最近ではデータ通信
量の増加が顕著になっていまして、ここ数年は前年の
約1.6倍で伸びているといった状況になっています。
スマートフォンの普及拡大が、よりリッチなアプリ・
コンテンツの利用の後押しをしているので、この傾向

は続きます。高速・大容量のネットワークは皆さんに
安心して通信をお使いいただくために不可欠なので
す。

【LTEで実現する新しい生活】
　また、LTE導入の意義はそれだけではありませ
ん。動画などのリッチなコンテンツを快適に楽しむこ
とができるだけではなく、これまで端末側で処理して
きたさまざまな機能をネットワーク側で迅速に処理を
行うことを可能とします。
　例えばこのような事ができるのではないかという例
をいくつか申しますと、ネットワーク側で外国語の翻
訳機能を持たせ、同時通訳をケータイが行うといった
ことも夢ではありません。
　また、現実の環境にバーチャルな情報を重ねて合わ
せて表現する「拡張現実」（Augmented Reality）と
いう技術とLTEの高速・低遅延のネットワークによ
り、外出先で景色にディスプレイをかざすと昔の町並
みが見えるといったことも可能となります。私どもは
LTEが社会に新しい生活スタイルをもたらし、生活
に役立つ社会基盤になると確信しています。

【最後に】
　最後に少しPRさせていただきたいのですが、この
LTEのコンセプトは、実は2004年にドコモが国際標
準機関である3GPPに提案したのがその端緒です。そ
の後、世界各国のベンダー、オペレーターと調整を重
ねた結果、その必要性を世界的に認めていただき、
2004年12月の3GPP会合でドコモを含む26社の連名で
提案、承認されました。このようにいち早く国際標準
化に貢献し、ノウハウを押さえることは、日本の端末
やインフラのメーカーなどが海外に出てゆく可能性に
もつながります。技術革新の世界ではグローバル化が
加速しています。日本も学界と産業界の連携を更に深
め、国際競争力を高めていかなければなりません。大
阪大学は今年の 5 月に開学80周年を迎えられます。お
慶びを申し上げるとともにますます研究を通じて日本
に貢献する大学であっていただきたいと期待している
次第です。

話　　　題

㈱NTTドコモ
代表取締役社長
山　田　隆　持
（通信・昭和48）
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近況報告

　澪電会会員の皆様、お元気でご活躍のこととお喜び
申し上げます。本誌への執筆の機会を得まして、 1 年
ぶりに近況報告をさせて頂きますが、思いもかけぬ東
北関東大地震と大津波という未曾有の大惨事、国家的
危機に重なってしまいました。
　難航を予想された年度末の予算審議、加えて政局の
混迷も一挙に挙国一致ムード一色になり、与野党協議
による法案修正あるいはつなぎ法案によって、年度末
に施行期限のくるもの（日切れ法案と呼びます）はす
べて可決・再議決の見通しが立ち、新年度での混乱は
とりあえず回避できそうです。残る最大の懸案は赤字
国債法案ですが、 5 月中に修正可決されるものと予想
します。このままでは 9 月で財源切れになる本年度予
算執行計画を完全実施するためには、公債法案の通過
が不可欠となります。大学交付金、科学研究費等に影
響がでないよう、野党の修正意見も取り入れ、可決に
持っていく必要がありますが、相当の修正が必要とな
り、予断はできません。
　さらに、災害復興のための巨額の 1 次、 2 次補正予

算の財源（こんなときに増税案は論外なので復興建設
国債か）論議がはじまるでしょう。なにより、本来海
陸の恵み豊かな東北、三陸地方を全く新しい国土に生
まれ変わらすために遠大な構想を描いて、骨太の国づ
くりビジョンを早急に示す必要があると思います。間
違っても神戸のような中途半端な復旧に終わることの
ないよう、少々時間がかかっても、国を挙げて復興に
取り組むことが日本の将来にとっても不可欠です。
1923年の関東大震災の翌日に帝都復興院を立ち上げ、
国家予算の 2 倍（現在の換算で約150兆円）もの復興
予算を計上して、東京の再生に強いリーダーシップを
発揮した後藤新平の構想力と胆力に学ぶべき時である
と考えます。
それにしても、世界のトップレベルにあると自負して
いた我が国の科学技術がこのような非常時に役に立た
ぬものであることが判明したことは誠に残念なことで
す。携帯電話も緊急通信が最も必要とされるこのよう
な時に全く用をなさず、被災地はもちろん東京でも通
信不能に陥り、ユビキタス情報通信社会の甘い夢も打
ち砕かれました。また、あれほど喧伝された日本のロ
ボット技術も高濃度放射能環境下で作業する極限自律
ロボットひとつ原発事故現場に投入することができ
ず、既に実用化されている米国から借受せざるを得な
いという状況です。福島原発の冷温停止、放射能漏洩
防止ともめどが立たず、陸上、海洋への拡散が心配さ
れます。今回のような大災害時にこそ最後のたよりと
なるべき科学技術力が大学において蓄積され、真に急
場に役立つ研究が日々真剣に取り組まれることを切に
期待して、拙文をおわります。

話　　　題

衆議院議員
大阪大学名誉教授
熊　谷　貞　俊
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谷口研二教授　最終講義

　電気電子情報工学専攻教授・谷口研二先生は、平成
23年 3 月31日をもって定年退職されることとなりまし
た。ご退職にあたり、平成23年 3 月10日（木）午後 4 

時より、大阪大学銀杏会館 3 階阪急電鉄・三和銀行
ホールにて、最終講義が行われました。当日は、工学
研究科や情報科学研究科など学内の教職員、学生はも
とより、学外の多くのゆかりのある方々が聴講に来ら
れ、立ち見も出る盛況の中、講義が行われました。栖
原敏明教授（電気電子情報工学専攻）司会のもと、講
義に先立って、谷口先生のご略歴が紹介されました。
　「集積回路の研究を振り返って想うこと」と題され
た講義では、東芝在職時から谷口先生が取り組んでこ
られた、MOSデバイスのキーとなるシリコン酸化膜
技術、不純物拡散技術、及びこれらに関連したプロセ
ス・デバイス・シミュレーション技術などの研究内容
について、エピソードを交えてご紹介頂きました。さ
らに、東京大学大規模集積システム設計教育研究セン
ター設立に伴い、集積回路の研究開発を始めることに
なった経緯、その後の研究成果である、新規インタ
フェース技術、超音波立体視センサ、 2 周波対応
GPS受信機に関する研究の内容も紹介されました。
　また、最近取り組まれてきた、工学研究科附属高度
人材育成センターにおけるアナログ集積回路技術に関
する社会人専門教育、及びグローバルCOEプログラ
ム「次世代電子デバイス教育研究開発拠点」における
拠点リーダーとしての活動なども紹介されました。
　講義の最後には、谷口先生のこれまでの研究や教育
でのご活躍の中で、国内外での人とのつながりの重要
性を強調されておりました。また、研究指導に関し

て、学生の主体性を尊重する持論などもご披露されま
した。
　講義終了後、先生の御活躍に感謝の意を込め事務員
の清水友子さんから花束が贈呈され、会場からの大き
な拍手の中、先生はご退席されました。その後開催さ
れた懇親会では、多くの方々に囲まれ、賑やかなご歓
談が続きました。
 （松岡俊匡（電子・平元）記）

電気系建物の改修工事

　大阪万博の前年にあたる1969年に吹田キャンパスに
移転した大阪大学工学部の建物の多くは、老朽化が進
み、耐震強度を改善する必要があることから、工学部
内では学科ごとに順次耐震改修工事が行われていま
す。
　電気系建物の改修工事は平成21年度から始まり、23

年度で終了を予定しています。電気系建物のうちE1

棟は平成21年度に既に改修工事を終えており、一部を
除き改修前と同様に講義や学生実験の教室や研究室と
して利用されています。平成22年 3 月から建設が始
まった、 6 階建のE6-E棟（既設のE6棟の東隣）は
平成23年 2 月に完成し、量子電子デバイス工学部門
の 4 研究室と電気電子システム工学部門の 1 研究室
が入居しました。E6-E棟の建設と並行して進められ
てきたE2棟とE5棟の改修工事も平成23年 3 月で終了
し、 4 月から 5 月にかけて、入居する研究室の移転が
進められています。表紙にはE6-E棟の外観（建物左
半分）が、下記には綺麗になったE2棟とE5棟の外観
の写真が掲載されていますので、是非ご覧ください。
　平成23年 6 月からは、E3棟も改修工事が行われる
予定ですので、E3棟にある研究室や事務室は、E4棟
などの仮移転先に移転しています。工事の期間中は、
電気系事務室の向かいにある澪電会事務局もE1棟に
一時移転します。E3棟の改修工事は平成24年 2 月に
完成予定となっており、その後の戻り移転終了をもっ
て、すべての電気系建物が改修完了となります。
　これまで一部の研究室の居室や実験室が分散して配
置されている状況となっていましたが、今回の改修工
事を機に、研究室の配置を見直し、改めて研究室の配
置をしております。また、今回の改修工事では、エレ
ベータの新設やスロープの設置などが予定されてお

母校のニュース
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り、身体に障害のある方にも使いやすい施設となるよ
う整備されつつあります。
　電気系建物の改修工事は平成23年度中も続きますの
で、教職員・学生・来訪者の皆様には多大なご迷惑と
ご不便をお掛けいたしますが、ご理解・ご協力をお願

い致します。卒業生や関係者の皆様におかれまして
は、大阪大学工学部にお越しの際は、是非新しくなっ
た電気系建物をご覧いただけますと幸いです。
 （大阪大学工学研究科　教授　兒玉了祐
 （電気・昭60・M昭62・博平 2 ）記）

澪電会と大阪大学工業会について

　澪電会事務局へのお問い合わせ事項で目立ちますのは、「終身会員であるのに会費の請求をしてきた」とい
うことです。これは、大阪大学工業会と澪電会とを混同しておられるためと思われますので、工業会と澪電会
との関係について簡単にご説明いたします。
　大阪大学工学部（その前身校を含む）には、学部全体の同窓会「大阪大学工業会」と学科または系の同窓会
（例えば電気系学科であれば「澪電会」）があります。従って、澪電会の会員のうちほとんど全ての方は同時
に大阪大学工業会の会員なのです。すなわち、会員構成の面では澪電会は工業会の下部組織といえます。
　ところが、工業会と澪電会とは財政的には全く独立しておりまして、それぞれが独自に会費制度を設けてお
ります。従いまして、工業会会費を既にお支払いになった方、あるいは工業会の終身会員の方からも、澪電会
会費（年会費一律4，000円）を頂戴しております。また、澪電会では終身会員制は設けず、毎年会費をお納め
いただいております。
　会報や名簿の発行などを含め、澪電会の活動は全て会員各位からの会費に依存しております。澪電会の健全
財政のため、今後とも会費納入につきましてよろしくご協力のほどお願い申し上げます。
　なお、勤務先、住所の変更などに関しましては工業会とは別途に、澪電会にもお知らせくださいますよう切
にお願い申し上げます。
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　情報科学研究科マルチメディア工学専攻ヒューマンインタフェース工学講座
は、2010年 4 月に著者が前任の岸野教授より担当を引き継ぎ、池本周平助教、成
岡健一特任研究員らとともに研究室を立ち上げました。その後同年10月には、東
北大学から清水正宏准教授を迎え、講座としての体裁を整えるに至っています。
研究室には、ロボットを作成するための工作機械、ロボットのロコモーション
（移動機能）を検証するためのトラックや、空間内の動きを把握するためのモー
ションキャプチャシステムなどを備え、本格的な研究がスタートしました。
　これまでのコンピュータに求められていた機能は、人間があらかじめコード化
した情報を入力とし、内部の処理結果を出力デバイスに提示することでした。し
たがってそのインタフェースは、主に操作者である人間とやりとりをするための
キーボードやマウス、ディスプレイなどコンピュータの受動的な周辺デバイスを
指しました。しかし、例えばロボットのように、コンピュータの役割が単なる情
報処理装置ではなく、それを取り巻く環境と物理的に直接やりとりするときに
は、受動的なデバイスだけではなく、環境に働きかける物理的インタフェースが
必要になります。
　実世界は、コンピュータの内部で用いられている表現のように離散的ではな
く、連続的な状態からなっており、したがってコンピュータを情報処理装置とし
て用いてきた方法をそのまま適用すると、ロボットは適応的に振る舞うことがで
きません。実世界と適応的にやりとりする原理を理解するためには、ヒトの脳が
身体というインタフェースを介して情報をやり取りするさまをさまざまな形で再
現し、そこに存在する原理を見つめなおすことが必要になると考えられます。
ヒューマンインタフェース工学講座では、ヒトやヒューマノイドロボットが、そ
れらを取り巻く環境と身体を介してどのように相互作用するかを、以下のような
テーマに従って多角的に研究しています。

○　拮抗型空気圧アクチュエータを持つ脚ロボットの設計と制御
○　拮抗駆動ロボットアームの開発と制御
○　人間型柔軟指の開発と学習による適応的マニピュレーションの実現
○　筋骨格赤ちゃんロボットの運動発達モデル構築
○　生体由来デバイスによるバイオロボットの創成

　澪電会会員の皆様におかれましては、今後ともご指導、ご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。

新研究室紹介

情報科学研究科
マルチメディア工学専攻
ヒューマンインタフェース工学講座

教授　細田　　耕
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　本研究室は大阪大学レーザー核融合研究センター（現レーザーエネルギー学研
究センター）の西原功修教授が昭和59年 5 月に昇任された時にさかのぼる事が出
来る。その後、平成16年 4 月のレーザーエネルギー学研究センターへの改組によ
り、現在の領域となった。西原教授が平成20年 3 月で定年退職された後、平成20

年10月に實野孝久教授が引き継がれた。実野教授が平成21年 3 月をもって退職
された後、村上匡且が引き継いでいる（平成21年 8 月教授昇任）。現在は村上の
他、坂和洋一准教授と実野孝久特任教授の 3 名で研究室運営にあたっている。本
研究室で扱う研究テーマは以下のようなものである：
(1）超高強度レーザーと物質との相互作用に関する研究
(2）レーザー核融合に関する研究
(3）宇宙流体粒子の非線形現象に関する研究
(4）超高強度レーザーとクラスター相互作用によるクーロン爆発現象と中性子
源開発

(5）高強度レーザーを用いた衝撃波生成等の宇宙プラズマ物理実験研究
(6）レーザー要素技術の研究開発
特に上記（1)(2）に関して若干補足しておく：
【超高強度レーザーと物質との相互作用】
　阪大レーザー研では、エクサ（1018）ワットに迫る世界最強の「激光エクサ
レーザー」を建設し、前人未到の超高強度場を実現する事により相対論的プラズ
マ物理・非線形量子電磁力学を開拓しようとしている。また、その結果として高
エネルギー密度科学のフロンティアである極限高強度場の国際研究拠点を構築し
ようとする計画が進められている。当グループでは、同計画にまつわる様々な非
線形電磁現象および高密度プラズマの電磁工学を大型コンピユーターによるシ
ミュレーションと理論及び実験により開拓する。とくに、高出力レーザーと固体
ターゲットとの相互作用で発生する高エネルギー密度プラズマの流体・粒子運
動、X線放射、粒子加速等の研究を進めている。

【レーザー核融合】
　現在、米国の国立点火施設NIF、フランスのLMJ、欧州のHiPER計画など、
世界のレーザー核融合事情は流動的に変化している。こうした情勢の中で相対的
に規模の小さな阪大レーザー研が世界の研究機関と伍してゆくには、これまで以
上に実験と理論の連携が、さらにはオリジナリティのある研究が要請される。
2004年に村上が提唱した衝撃点火も、米露の研究機関を巻き込んだ共同研究体制
の中で、平板ターゲット速度1000km/sの達成や衝撃効果による100倍の中性子
数観測など着実にマイルストーンを築いてきた。これは、オリジナリティのある
研究が、実験・理論・シミュレーションを三位一体として機能した好例であり、
並列して進められている高速点火計画をバックアップする意味においても戦略的
な意義がある。今後も高速点火、衝撃点火といった阪大独自の核融合研究を、理
論・シミュレーションの側から組織的にリードしてゆくことが要請される。

　私自身の理論シミュレーション研究におけるこれまでの基本的な研究スタイル
は、照射系最適設計や散逸流体力学系の自己相似解の発見といった例にも見られ
るように、数学的な厳密性に裏打ちされた理論モデルを構築し、物理を本質的な
レベルから理解すると共に派生する現象を予測するというものである。輻射・流
体力学・複雑系といった物理因子が中核をなすレーザープラズマに対する今後の
研究展開においても、単に現象論的な物理の把握にとどまらず、こうした厳密性
に裏打ちされた理論モデルを構築し、包括的な理論の体系化を行ってゆくことを
目指す。

新研究室紹介

光・量子放射学研究部門
放射流体プラズマ研究領域

教授　村上　匡且
（電気・昭58・M60・D63）
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　電気電子システム工学部門、システム・制御工学講座、パワーエレクトロニク
ス領域、准教授の三浦友史（みうらゆうし）です。電力系統に適用するパワーエ
レクトロニクスや超伝導工学の研究を行っております。もともと私は東京工業大
学の電気電子工学科の出身で、1995年に博士課程を修了後、日本原子力研究所
（現（独）日本原子力研究開発機構）に入所し、核融合試験装置用の大型電源や
超伝導コイルの研究に携わってまいりました。ご縁がございまして、2004年より
大阪大学に着任し、伊瀬敏史教授の研究室でお世話になっております。澪電会は
たいへん大規模な同窓会組織と伺っておりましたが、実際に入会させていただき
ますと、話に違わない広範囲にわたる活発な活動と、大学と産業界との親密な連
携関係にあらためて驚かされました。 6 月の総会、 3 月の電気系卒業祝賀・謝恩
会などに参加するたびに、綿々たる歴史と幅広い人脈を実感しております。学生
たちはこのような強力な同窓会組織のサポートを受けることができて幸せである
とうらやましく思っています。昨今の厳しい社会情勢のもと、今後、澪電会の果
たすべき役割はますます大きくなっていくと思われます。遠からず澪電会に携わ
るお話がありましたら、微力ではございますが、ぜひそのお手伝いをさせていた
だきたいと思っております。よろしくご指導、ご鞭撻のほどお願い申し上げま
す。

教員紹介

電気電子システム工学部門
システム・制御工学講座
パワーエレクトロニクス領域

准教授　三浦　友史

　情報科学研究科、マルチメディア工学専攻、ビジネス情報システム講座を薦田
憲久教授と担当しております准教授の秋吉政徳（あきよしまさのり）と申しま
す。2005年 4 月の着任以来、ビジネス文書や顧客意見の分析処理、企業における
意思決定支援を目的に、テキストマイニング技術、シミュレーション技術を中心
に、企業と一緒になって実問題への適用までを視野に入れた取り組みを展開して
参りました。特に、顧客意見やメール問い合わせにみられる非文法的な表現や省
略を含むill-formedのテキストデータ処理において、事例から分析用辞書を自動
生成するとともに、その辞書を自己更新する仕組み、ならびに判別アルゴリズム
などに用いられるパラメータの自己学習の方式の確立を目指しています。シミュ
レーション技術では、人間の定性的思考の反映や複雑系の枠組みから対象問題に
含まれる不確実な要因のモデル化をもとに、意思決定支援につながるシミュレー
ション方式の研究を進めております。上記の研究課題について、やる気のある学
生達とともにゼミ・学会活動を通して、研究活動を推進しております。これま
で、薦田教授をはじめ、実問題に造詣の深い先生とともに研究室を運営し、また
研究室の社会人博士課程修了者とも意見交換する中で、視野を広げて研究活動を
活性化できていることは幸せであり、学生の教育指導にも役立っております。今
後は、産業界、学界を含め幅広い分野でご活躍の皆様より、さらなるご意見を頂
戴して、将来の知的情報処理の展望についても考えて参りたいと思いますので、
よろしくお願い申し上げます。

情報科学研究科
マルチメディア工学専攻
ビジネス情報システム講座

准教授　秋吉　政徳



― 11 ―

岸野　文郎（関西学院大学教授）

　昨年の澪電会会報でいちょう祭のときの澪電会入会祝賀会の特別講演を紹介い
ただいたばかりなので、直ぐに現況をご紹介するのは憚られたのですが、ご依頼
されましたので、筆を取らせていただきます。
　平成22年 3 月31日、大阪大学を定年退職し、早くも 1 年が経とうとしていま
す。大阪大学でお世話になりました、特に澪電会に関係される皆様方に、更に最
終講義および懇親会にお越しいただきました皆様方に、この場をお借りしまして
改めてお礼申し上げます。
　退職後、縁あって関西学院大学理工学部人間システム工学科で引き続き教育研
究に携わっています。この学科は、情報科学科から平成21年 4 月に分離する形で
創設され、この 4 月から 3 年目を迎えることになります。学科のコンセプトは、
人間中心の人に優しいシステム、社会環境を創出できる人材を育成することであ
り、学問領域としてデザイン科学、インタラクション科学、認知科学をメインに
考えており、私がこれまで取り組んできたことと多くが共通しており、経験を生
かして貢献できることを有り難く思っています。就任早々、学科長を仰せつかっ
ており、阪大時代を含めますと 4 年目の学科長となります。学年進行により 2 年
後には博士前期課程を設置する必要があり、検討を開始したところです。学生の
資質は国立と私立では違いはありますが、学生には各自夫々に良いところがある
との信念のもと、教育に当たることができればと考えています。世界における日
本の存在が不確かになりがちで、また就職戦線が厳しい情勢が続いていますが、
日本の良さを体現し、人の役に立ち、頼りにされる学生を育てることができれば
と思っています。
　大阪大学と完全に縁が切れたわけではなく、情報科学研究科から招へい教授と
して学部・大学院の学生、教職員の指導も依頼されており、結構頻繁にお邪魔し
ています。名誉教授に配布される入構許可証は大変役立っています。関学の学生
も時々連れてきて進捗状況の検討を行っており、お互いに（一方的かも分かりま
せんが）刺激し合うことができればと考えています。また、大阪市や関西情報・
産業活性化センターの依頼を受け、関西の活性化に微力を尽くしたり、産学官
フォーラムのお手伝いなども引き続き行っています。
　最近知ったのですが、人間には往きと還りがあり、往きは周りを気にすること
なく、なすべきことのため歩みを進めるが、還りはどんな問題でも全てを包括し
て処理をして生きるべきとの教えがあるそうです。新たなことを目指して猪突猛
進しようかと思ってみたり、それだと周りに迷惑を掛けることも想定されるの
で、若い方々が活躍されることを陰からサポートするのがこれからの生きる道で
はないかと考えたりしているこの頃です。なかなか悟りが開けず、相変わらず迷
いながらの人生となりそうですが、与えられたことを精一杯頑張りたいと思いま
すので、今後ともよろしくお願い致します。

退職された先生方の近況
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上窪　加奈（情報・平22）
　私は平成22年 3 月に大学を卒業し、富士通テン株式会社（以下弊社）に入社しました。入社してまだ間もないで
すが、近況を書かせて頂きたいと思います。
　 4 月に入社してから 8 月までの 4 ヶ月は研修期間でした。弊社は車載電子機器メーカーなので、電気、ソフト、
機械系の講義はもちろんのこと、ものづくりとは何か、車両に搭載する電子機器に求められていることは何かなど
幅広い研修を受けました。そのなかでも特に印象に残っているのは、 2 ヶ月間のカーナビ販売実習です。販売員と
して店頭に立ち、実際にお客様とお話できたのはとても貴重な経験でした。特にものづくりは開発者本位ではいけ
ない、お客様のニーズに応えてこそすばらしい商品となるのだという“当たり前”を実感できたのは大きな収穫
だったと感じています。
　元々はものづくりに携わりたいとメーカーを希望して入社しましたが、入社後の先輩方との面談で品質管理に興
味を持ち、 8 月、希望した品質保証部品質管理統括部に配属されました。正直なところ、弊社に限らずメーカーは
製品開発というイメージがあり、品質管理の部署があることすら知らずにいました。しかし入社して配属されてみ
ると、どのメーカーでも品質管理は必要不可欠であり、どんな製品の影にも安定した品質の実現のために努力して
いる方々がいるのだなと感じるようになりました。
　どんなに優れた機能を搭載していても、お客様が使用するうえで正常に動作しなくては意味がありません。品質
管理統括部では「お客様第一」をモットーに、楽しみにして製品を手にしてくださったお客様のために、品質には
一切の妥協を許さないという姿勢で日々業務に励んでいます。
　これからも「お客様第一」の精神を忘れず、大学で学んだ知識を生かしながら、新しい知識を身に付け、早く一
人前になれるよう頑張っていこうと思います。
 （富士通テン株式会社　品質保証本部）

服部　　聡（通信・平 8 ）
　澪電会の皆様、このたびの「澪電」への寄稿の機会を頂きありがとうございます。
　諸先輩の前で恐縮ですが、会社生活を振り返りながら、私の近況をご報告させていただきたいと思います。現
在、関西電力　グループ経営推進本部という部署でグループ事業、特に情報通信事業の「電気事業に次ぐ第二の収
益の柱への成長」を目指し、日々頭をひねっています。私自身、今年 6 月に、グループ会社であるケイ・オプティ
コムから出向解除になったところで現在の部署ではまだ日は浅いのですが、出向期間中はケイ・オプティコムで
サービス開発を担当していました。出向時代から現在へと続くテーマは、情報通信事業の成長策、特に「FTTHポ
テンシャルの追求」です。同社がFTTH事業に参入した当初は、「誰が100Mbpsを必要としているのか」などの声
もよく聞いたものですが、今ではブロードバンドの代名詞です。光ならではの価値を提供し、また使い倒してこそ
活きるインフラですが、ご存知のとおり、競合他社様との競争もますます厳しいものとなっているところです。
　以上が、現在までの会社生活後半部分になります。順序が逆になりますが、続いて会社生活前半の思い出につい
てふれさせていただきたいと思います。私が関西電力に入社したのは平成10年のこと。関西電力は、本店が大阪
都市部中之島に位置する会社ですが、 2 週間ほどの新入社員集合研修期間が終了した後の配属は、奈良支店の吉
野電力所でした。（技術系入社の者は、まずは現場でというもののようですが、配属先を告げられた時には、少し
（？）は動揺したのをしっかり覚えています。）吉野の現場での仕事は、電力供給コントロールの神経ともいえる
電力保安通信設備の保全業務でした。技術的には、学生時代に学んだ理論をそのまま実体化したような設備も多
く、いい実機復習機会でもあったのですが、それよりも記憶・思い出に残るのは山間部に立地する変電所、水力発
電所さらに超高圧変電所、揚水発電所を間近で見たときのなんともいえないスケールへの驚きです。例えば、揚水
発電所は、発電のために使う水を汲み上げる（揚水する）、つまり「電気を水の形で貯める」ことができるわけで
すが（基本的な動作原理は高校ぐらいのもの）、実際の地形で上部調整池と下部調整池の間の水が移動するのをみ

卒業生の近況
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るとなぜか心がうきうきしたのを覚えています。その後、支店、本店、さらにまた支店と異動もありながら、情報
通信設備の設計、計画および技術開発と色々な業務を経験させてもらったわけですが、その知識・経験はいまでも
私自身のバックボーンとなっており、その後のケイ・オプティコム出向さらに現在のグループ事業管理の仕事の中
でも大いに役立っています。
　少し長い近況報告となってしまいましたが、関西電力へ技術系社員として入社し、今年で、情報通信に携わるこ
と約13年目、今が私自身の成長・貢献を問われているときと感じています。これからの環境変化・ビジネス機会の
中でどのようなところに目を向け、どのような方向を目指していくのか、終わりのない継続テーマですが、自己研
磨を忘れずに戦っていきたいと思います。
 （関西電力株式会社　グループ経営推進本部　情報通信事業戦略グループ）

沢井　一智（電気・平10・M平12）
　私は現在、関西電力株式会社に勤めており、入社して10年以上が経過しました。入社当時は現場に配属され主に
変電設備の保全や運転の仕事を覚えました。その後、中央給電指令所での 3 交替勤務による需給調整業務、本店で
の系統解析業務や電力自由化関連業務、および運営業務などを経験しました。そして現在の職場は、変電設備の保
全を担う、いわゆる「現場第一線職場」に再び籍を置いており、入社当初に経験して以来の現場業務を行っていま
す。そこでは、設備の巡視や定期点検に加え、工事立会、竣工検査、ならびに事故障害対応を行なっております。
毎日のように現場に赴き、現場の設備実態を知ることができるとともに、私よりもはるかに現場設備に精通した技
術者達とともに席を並べ、彼らの生の声を日々聞くことができるため、日々驚きと発見を繰り返す充実した毎日を
送ることができています。
　ご存知の方もおられるかと思いますが、昨年10月に国内電力会社初となるメガソーラー「堺太陽光発電所」が一
部営業運転を開始しました。私の所属する部署では、この堺太陽光発電所の保全も担当しております。最終的に
は、約20ヘクタールの敷地に 7 万枚を超えるソーラーパネルを設置するため、我々保全部隊においては、社内の限
られた資源を有効活用して効率的な保全を行なうべく業務に当たっています。
　特に毎月行なっている巡視点検業務では、 1 枚 1 枚のパネルの外観点検を詳細に行なおうとすると、約100kmの
距離を歩く必要があるため、エリアを分割して、徒歩で巡視するエリアを決め、月ごとに異なるエリアを巡視する
などして効率化を図っています。
　自らの足で、広大な敷地を歩きながら、一面に敷き詰められた太陽光パネルを見ていると、「これだけの敷地・
パネルをもってしても総出力は 1 万kWに過ぎないのか」という気持ちになるときがあります。我が国が将来の太
陽光導入シナリオとして描いている、「2020年に2800万kW」という目標を達成するための道のりはかなり険しい
ものになるだろうと肌身で感じました。
　本店での机上業務が長かった私にとっては、「現場で何が起こっているのか。何が問題となっているのか。それ
を解決するためには何をしなければならないのか」ということを自分の五感で感じとることの大切さを改めて感じ
ることができ、今後の自らの会社生活に役立てるべく、この経験を深く心に刻んでおこうと思っております。
 （関西電力株式会社　大阪南電力所　南大阪電力システムセンター）

辻本　　光（電子・平 5 ・M平 7 ）
　平成 7 年に当時の尾浦研究室を卒業、松下電工株式会社に入社し早16年が経ちました。
　自分ではまだまだ若いつもりでおりますが、いつしか周りは年下が多くなり、入社当時の自分と若手を比較し、
昔話を語ってしまい反省を繰り返している毎日です。
　さて会社生活を振り返ってみると、入社当時は、電子回路の信頼性技術ということで電子部品や回路の寿命予測
やEMC（electro-magnetic compatibility）電磁環境両立性と呼ばれる機器やシステムから発生する電磁ノイズが
環境に悪影響を与えないための、ノイズ計測やノイズ対策設計の仕事に携わっていました。しかし、大きな人生の
転機が入社 3 年目に有りました。それは、在学中に携わっていたような材料開発の仕事がしたいということで、当
時の上司に直訴し仕事を変わったことです。今考えると「給料をもらいながら自分のしたいことをさせてほしい」
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というなんと我儘なことを言ったんだろうとびっくりさせられます。しかし、甲斐あって今も材料開発の仕事に携
わっております。
　この転機の後は、社内の新事業部門において光触媒である酸化チタンとゾルゲル法によるシリコーン樹脂を複合
したコーティング材料の開発を行いました。これは光触媒の有機物分解と親水性によるセルフクリーニングや防曇
効果を発現するもので、自動車のドアミラー・ボディー、建築用ガラス・壁等に商品化し、さらにこの技術を応用
した低屈折率（屈折率＜1.40）コーティング材を開発、ディスプレイ用反射防止フィルムやメガネレンズ用反射防
止コーティングとして商品化しました。これらの仕事は社内でもまったくの新しい分野であり材料の開発から販売
活動、ユーザでのラインの立ち上げまで自分で見届け、責任を持つ必要があるというプレシャーがある反面、達成
したときの喜びは格別でした。現在は、さらに事業を大きくするため機能フィルム事業を推進しております。これ
らの経験を通じて仕事に限らず口に出して言うこと、成功するまでやるということが非常に大切で今までの人生を
支えてきたと考えております。
　最後に、世界の経済地図が大きく変化し、ご存知の通りパナソニック、パナソニック電工、三洋電機が一つの会
社として生まれ変わるときを迎え、私にも二度目の大きな転機が来ると感じております。今は、この変化を追い風
と捉えパーソナリティを持ち、勇往邁進して行きたいと考えております。
 （松下電工株式会社）

学生の声

Sampath Priyankara（情報科学研究科　情報ネットワーク学専攻・D 1 ）
　私は2002年に来日し、国際学友会日本語学校で日本語を勉強した後、弓削商船高等専門学校で情報工学の基礎を
学びました。そして、更なる高度な知識を獲得するために大学に編入することを決意し、幅広い研究分野・産学共
同事業と国際性のある教育システムに魅力を感じて大阪大学を選択しました。2006年に工学部に編入学し、現在、
大学院情報科学研究科・情報ネットワーク学専攻・村上研究室の博士後期課程の学生として在籍しています。研究
内容としては、無線センサネットワークにおけるシンク周辺の負荷分散を考慮したハイブリッド型ルーティングプ
ロトコルに注目しています。来日してから数多くの優秀かつ親切な先生方そしてたくさんの人の御蔭で、様々な難
問をクリアしながら現在まで至ることができました。皆様に心より感謝しています。
　大阪大学に入学してから大阪大学工学部電気系同窓会の案内がありまして2008年に卒業と共に同窓会に加入させ
ていただきました。その後、会員名簿もいただき、澪電会について詳しく調べまして、組織の巨大さに驚くと共に
日本の産業界を支えている優秀な技術者の後輩の一員であることを誇りに思いました。
　私は母国の高校の同窓会にも加入しています。イベントやニュース等は主にツイッター、フェースブックなどの
ソーシャルネットワーキングサービス（SNS）やメールマガシン経由で伝送することが多く、海外にいる卒業生
も活発に活動しています。現役学生も参加可能であり、自由な意見交換は最大の特徴です。また、学生と卒業生ま
たは卒業生同士との距離感を狭めるという役割もはたしていると思います。日々忙しい会員の方々をいかに集合さ
せるかはどの同窓会にでもある課題だと思います。そこで、SNSなどを利用することで少しでも多くの方のご参
加を同窓会の進歩と発展につながると考えています。
　今後も澪電会が行う、総会・講演会・懇親会などに積極的に参加し、できるだけ多くの方々と交流を行い、会員
として活発に行動したいと思っています。

菊池　博史（電気電子情報工学専攻　情報通信工学コース・D 1 ）
　私は現在、電気電子工学専攻博士後期課程で河崎研究室に在籍しています。河崎研究室に所属して 3 年になりま
す。私は、学部時代を同志社大学工学部電気電子工学専攻で過ごし、電磁波に関する研究を行っていました。大学
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院に進学するにあたって、地球環境の電磁波観測を主に研究している河崎研究室の存在を知り、大阪大学大学院に
進学しました。河崎研究室を希望した理由は、もともと環境問題に興味があり、電波を使って雷、雨などの気象現
象を観測している河崎先生の研究室は、学部時代の研究内容が生かせる場として最もよい環境であると考えたから
です。
　また、本研究室が推進している人工衛星を用いた雷放電の観測プロジェクトにも非常に興味があったのも、本研
究室を希望する大きな理由でした。実際に博士前期課程 1 年から人工衛星を用いた雷放電の観測が自分の研究テー
マになり、現在もその研究テーマのもとに研究を行っています。
　特に人工衛星「まいど 1 号」による雷放電の観測データの解析を主に行ってきました。雷放電の観測データを扱
うときに、最初に感じた印象は自然科学に対する問題と答え見つけだすことの難しさでした。たとえば、観測デー
タを評価する際に、本当に所望のデータを観測できているのか、もしかしたら求めているデータではなく自分の
行った結果が間違っているのでは、など多くの疑問が生まれてくるのです。しかし、このような問題に対して、あ
らゆる視点で問題を解決していくという作業を行い、一つの結論に至るまで、非常に慎重な判断が必要であること
を学びました。そして、実際に人工衛星「まいど 1 号」で観測した解析結果を学会に発表することになりました。
　「学会発表」も大学院に進学して初めての経験で、戸惑うことも多くありました。実際、初めての学会発表は、
ただ単に研究結果を貼り付けているだけのスライドや学会要項になってしまい、研究の意図をうまく伝えることが
できませんでした。次の学会からは、どのようにすれば相手に自分の研究をスムーズに理解してもらえるかについ
て考えるようになりました。自分の研究について考えることは、結果として自分の研究を客観的に見ることにな
り、さらに研究結果を見つめ直すことにつながることがわかりました。また、学会発表では、他の研究者の方々か
らの貴重な助言を有効に生かすことが重要だと考えるようになりました。これまで、学会等で講演するにつれ、研
究やそれに関連する知識が深まり、現在ではそれなりにスムーズに発表、質疑応答ができるようになったと思いま
す。
　研究室に配属されて以来、専門的知識が増えただけでなく物の見方、考え方が大きく変わりました。研究には自
分自身で研究を推し進めていく能力と、他人とのコミュニケーション能力が大切であることがわかりました。現在
では、類似する研究分野の人と意見を交換し、様々な分野の研究者の意見を取り入れ、自分の考えを融合すること
で新しい考えを見出すことが最も大切なことであると考えています。今後、自分が行った研究を多くの分野の研究
者に理解され、多方面で応用されるような研究をしていきたいと思っています。

三宅　康雄（電気電子情報工学専攻　量子電子デバイス工学コース・D 3 ）
　私は現在、電気電子情報工学専攻の尾崎研究室に所属しておりますが、元々は、大阪電気通信大学　総合電子工
学専攻に在籍していました。私の場合は他の学生と少し状況が異なり、学部 4 年生の頃から修士まで産業技術総合
研究所　関西センターで研究をさせていただき、ここでの研究成果で修士を修了しました。当時、私は自分の研究
成果に物足りなさを覚え、更に研究を続けたく博士後期課程への進学を考えていました。産業技術総合研究所の研
究員の方からの勧めもあって、博士後期課程から大阪大学に入学し、尾崎研に籍を置きながら、引き続き産業技術
総合研究所で研究を続けました。
　私の学部生の頃からの研究内容は、液晶性有機半導体材料のキャリア輸送特性及び液晶性の評価ですが、同時
に、半導体材料の合成と精製を自分で行っています。有機半導体は、無機半導体にない特徴を持つ半導体材料とし
て、太陽電池やエレクトロルミネセンスを利用したディスプレイ等のデバイスが一部実用化されています。液晶性
有機半導体は、分子配向制御が可能という点で注目されている有機半導体材料です。有機半導体においても無機半
導体と同様に、キャリア輸送特性は材料の純度に大きく影響されますが、扱う材料が変わると精製手法を一から見
直す必要があり、多くの時間を合成と精製に割いておりました。そのため、大阪大学に移る前は有機半導体中の
キャリア輸送特性について深く追及することができず、知識もほとんど身についておりませんでした。尾崎研究室
に移り、半導体に関して知識豊富な先生方や学生と議論させていただく中で、有機半導体のキャリア輸送特性に関
しても知識を深めることができました。また、国際学会や電気系の学会に参加させていただく機会も多く、これま
でにない様々な刺激を受けて、研究に没頭することができました。電気と化学の二つの異なる分野にまたがって研
究に従事できたことは、私にとって非常に有意義な時間でした。考え方の差異により苦労する時もありましたが、
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大阪大学での経験や知識は、今後の研究生活を送る上で糧となると思います。
　在学中にお世話になった先生方、尾崎研究室の皆様、そして、産業技術研究所の研究員の方々のおかげでインパ
クトの高い研究成果を残すことができ、無事修了することができました。改めて御礼を述べさせていただきます。
これまで得た知識や技術で社会に貢献できるよう、これからも精進を重ねていく所存でございます。

Peng Han Yee（電子情報工学科　先進電磁エネルギー学コース・B 4 ）
　私は日本の優れた電気・電子技術に感心させられて、2006年の春に国費留学生として来日して留学生活を始めま
した。最初は旧・大阪外国語大学（現・大阪大学外国語学部）で一年間日本語を学び、それから大阪大学の工学部
電子情報工学科に入りました。一般的に電気電子工学といえば、電力制御や電子デバイスに関する勉強が多いです
が、プラズマやビームなど電磁気の角度から電気電子工学にアプローチするのはとても斬新だと思いました。した
がって、私は先進電磁エネルギーコースを志望しました。
　一般的に、他の留学生はみんな他のコースに志望したため、先進電磁エネルギーコースにいる留学生はとても少
ないです。一緒に切磋琢磨できる留学生の友達がいなくて、不安な要素もありましたが、良い成績を得るために、
誰よりもがんばって一生懸命に勉強しました。その甲斐あって、研究室特別早期配属に選ばれ、プラズマ生成制御
工学領域の上田研究室に配属されました。そして、推薦入学で大学院工学研究科の電気電子情報工学専攻に合格し
ました。
　研究室に配属されてから、先生や先輩方の熱心な指導で、研究に対する姿勢や物事に対する考え方を学ぶことが
できました。また、輪講、研究室ミーティングなどでの発表、学会発表など、幅広いことを経験することもできま
した。この 1 年半は私にとって非常に充実した研究生活でした。
　その他、勉強に限らず、課外活動にも積極的に参加しています。私は大阪大学生協留学生委員会に入って、委員
長として活躍しています。留学生と大学生協との間の架け橋として留学生を支援する活動や、留学生と日本人学生
の間の国際交流を深めるための活動などを企画しました。そして、学内だけでなく、私は大阪・和歌山地域の代表
として、全国留学生委員会でも活躍しています。留学生活動を通して、さまざまなことを体験し、たくさんの人と
出会えて、自分が大きく成長したと感じました。
　この 4 月に大学院に入って、大学院の勉強は学部と違ってもっと大変になるかもしれませんが、研究と課外活動
を両立し、充実した大学院生活を送りたいと思います。

澪電会会費納入のお願い

　陽春の候、会員各位には益々ご活躍のこととお慶び申し上げます。本会の活動に変わらないご支援を頂き有
り難く存じております。
　さて澪電会の財政状況は、特に今年度は名簿の刊行を予定しておりますため、非常に厳しい状況にありま
す。本会の活動は全て会員各位からの会費に依存しております。本会の活動をより活発にするために、何卒、
平成22年度会費（4，000円）の早期納入（できれば 6 月末日までに）にご協力賜りますようお願いする次第で
あります。特に新しい会員各位の納入率が低くなっておりますので、卒業して間もない方々も是非ご協力のほ
どよろしくお願い申し上げます。また名簿の関係で会員情報の変更がございましたら速やかにご連絡頂くよう
お願い申し上げます。
　会費納入の便宜を図るため、銀行口座からの会費自動振込制度およびコンビニエンスストアでの会費納入シ
ステムも採用しておりますので、是非ご利用下さい。自動振込の銀行口座を変更ご希望の場合は、澪電会事務
局までご一報くだされば、折り返し口座変更手続きに必要な預金口座振替依頼書をご送付いたします。
なお、大学学部卒業時から53年を経過した方（平成23年度会費の場合、学部卒業が昭和33年以前の方）の会費
は免除になっておりますので、納入の必要はございません。また、未納の過年度会費はご請求申し上げないこ
とになっております。
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 受賞（学会賞・学会フェロー称号等）

長谷川　晃　先生
瑞宝中綬章

白川　　功　先生
文部科学大臣表彰科学技術賞

吉野　勝美　先生
日本液晶学会　功績賞

谷口　研二　先生
電子情報通信学会　業績賞

映像情報メディア学会　丹羽髙柳賞「論文賞」

河崎善一郎　先生
関西電気協会　第57回電気関係功績者表彰

河崎善一郎　先生
森本　健志　先生
電気学会　第65回電気学術振興賞（進歩賞）

村上　孝三　先生
戸出　英樹　先生
電子情報通信学会ネットワークシステム研究賞

村上　孝三　先生
木下　和彦　先生
情報処理学会　平成21年度論文賞

森田　清三　先生
国際真空科学技術応用連合（International Union 

for Vacuum Science‚ Technique and Applications‚
IUVSTA）「The 2010 IUVSTA Prize for Technology」

朝日　　一　先生
IEEE Photonics Society IPRM Award

裏　　升吾　先生
応用物理学会　第 7 回光・電子集積技術業績賞（林
巌雄賞）

尾崎　雅則　先生
日本液晶学会　論文賞

三瓶　政一　先生
電子情報通信学会　通信ソサイエティ論文賞

兒玉　了祐　先生
2010年度第27回井上学術賞受賞

滝根　哲哉　先生
㈶電気通信普及財団　第25回テレコムシステム技術
賞

猿倉　信彦　先生
応用物理学会　2009年度APEX/JJAP編集貢献賞

牛尾　知雄　先生
日本大気電気学会学術研究賞

会員の方々のご活躍

教室情報

平成23年度電気電子情報工学専攻役割分担
大学院専攻
電気電子情報工学専攻長 馬場口　登　教授
電気電子システム工学部門長 伊瀬　敏史　教授
情報通信工学部門長 北山　研一　教授
量子電子デバイス工学部門長 八木　哲也　教授

システム・制御・電力工学コース長
 谷野　哲三　教授
先進電磁エネルギー工学コース長 上田　良夫　教授
情報通信工学コース長 三瓶　政一　教授
量子電子デバイス工学コース長 森　　勇介　教授
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電子情報工学科
電子情報工学科長 村上　孝三　教授
電気電子工学科目長 伊藤　利道　教授
システム制御電力コース長 谷野　哲三　教授
先進電磁エネルギー工学コース長 上田　良夫　教授
量子電子デバイス工学コース長 伊藤　利道　教授
情報通信工学科目長 細田　　耕　教授
情報通信工学コース長 細田　　耕　教授

就職担当
電気系就職担当代表窓口 近藤　正彦　教授
電気電子システム工学部門 谷野　哲三　教授
情報通信工学部門 三瓶　政一　教授
量子電子デバイス工学部門 近藤　正彦　教授
電気電子工学科目
システム・制御・電力工学コース 谷野　哲三　教授
先進電磁エネルギー工学コース 谷野　哲三　教授
量子電子デバイス工学コース 近藤　正彦　教授
情報通信工学科目
情報通信工学コース 三瓶　政一　教授
情報システム工学クラス 中前　幸治　教授

電気系人事（平成22年 4 月 2 日～平成23年 4 月 1 日）
村上　匡且 教　授 H22.8.1 昇　任
清水　正宏 准教授 H22.10.1 採　用
木村　千春 助　教 H22.10.31 退　職
 （㈱リコー　応用電子研究所へ）
中井　光男 教　授 H22.12.16 昇　任
谷口　研二 教　授 H23.3.31 退　職
 （奈良工業高等専門学校校長へ）
冨樫　祐一 講　師 H23.3.31 退　職
 （神戸大学講師へ）
密山　幸男 助　教 H23.3.31 退　職
 （高知工科大学講師へ）
杉本　宜昭 准教授 H23.4.1 採　用
林田　祐樹 准教授 H23.4.1 採　用
藪内　俊穀 助　教 H23.4.1 採　用

母校の教壇に立つ本会会員（平成22年度）
・ 電気電子工学科目「産業社会と工学倫理」
㈱富士通システム統合研究所　代表取締役社長
前川　　通（電気・昭49）
・ 電子情報工学科「ソフトウェア工学」
株式会社NSソリューションズ関西　産業ソリュー
ション部　取締役部長

森久　　博（情報・D平12）
・ 情報通信工学科目「情報社会と職業」
パナソニック㈱役員
宮部　義幸（通信・昭56）
・ 情報通信工学科目「情報社会と職業」
パナソニック㈱デジタル・ネットワーク開発センター
チームリーダー
西　　孝啓（情報・平 6 ）
・ 情報通信工学科目「情報社会と職業」
パナソニック㈱デジタル・ネットワーク開発センター
主任技師
井口　賀敬（通信・平13）
・ 情報通信工学科目「情報社会と職業」
パナソニック㈱くらし環境開発センター　主任技師
佐田　友和（通信・平12）
・ 情報通信工学科目「情報社会と職業」
パナソニック㈱本社R＆D部門　PE技術開発室　主
任技師
山岡　正拓（電気・平11）
・ 情報通信工学科目「情報社会と職業」
パナソニック㈱プラットフォーム開発センター　参
事
木村　浩三（情報・D平10）
・ 情報通信工学科目「情報社会と職業」
パナソニック㈱プラットフォーム開発センター　主
任技師
長友　健一（情報・平 7 ）
・ 電気電子情報工学専攻「電気電子情報工学特別講義 Ⅰ」

JFEスチール㈱西日本製鉄所冷延制御室　室長
河村　和朗（電気・平 2 ）
・ 電気電子情報工学専攻「電気電子情報工学特別講義 Ⅰ」

JFEスチール㈱西日本製鉄所制御部制御技術室　主
任部員（課長）
岡田　誠康（電子・平 4 ）
・ 電気電子情報工学専攻「電気電子情報工学特別講義 Ⅰ」
大阪府立大学　大学院工学研究科　教授
大松　　繁（通信・平 4 ）
・ 電気電子情報工学専攻「電気電子情報工学特別講義Ⅲ」
関西電力㈱経営改革・IT本部　通信システムグ
ループ　チーフマネジャー
滝本　昭彦（通信・昭61）
・ 電気電子情報工学専攻「電気電子情報工学特別講義Ⅲ」

NTTドコモ㈱無線アクセス開発部　担当部長
安部田貞行（通信・平 5 ）
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平成23年 3 月電気系卒業者・修了者就職先

電気電子システム工学部門（41名）
福井大学
旭硝

システム・制御・電力工学コース（22名）
JR西日本㈱(2)
関西電力㈱
ダイキンエ業㈱
トヨタ自動車㈱
中国電力㈱
㈱キーエンス
東芝三菱電機産業システム㈱
三菱マテリアル㈱
北陸電力㈱
オムロン㈱
三菱電機㈱
パナソニック電工㈱
㈱豊田自動織機
西日本高速道路㈱
㈱村田製作所
西日本電信電話㈱
パナソニック㈱(2)
㈱IHI

古野電気㈱
富士通㈱

先進電磁エネルギーコース（15名）
㈱堀場製作所
東京電力(2)
関西電力
中国電力㈱
川崎重工業㈱
富士電機㈱(2)
三菱電機㈱
DOWAホールディングス㈱
レンゴー㈱
帝人㈱
富士通テン㈱
富士通㈱
日立造船㈱

情報通信工学コース（35名）
東日本電信電話㈱(2)
日本電信電話㈱
西日本電信電話㈱
KDDI㈱

NTTコムウェア㈱
NTTコミュニケーションズ㈱(2)
㈱NTTドコモ
㈱ケイ・オプティコム
シャープ㈱
関西電力㈱
中国電力㈱
オムロン㈱
グローリー㈱
三菱電機㈱(2)
ソニー㈱
㈱リコー
クボタ㈱
住友電気工業㈱
パナソニック㈱
㈱島津製作所
近畿日本鉄道㈱
JR九州㈱
富士通テン㈱
TOWA㈱
㈱小松製作所
㈱東芝
関西テレビ放送㈱

システム・制御・電力コース（ 5 名）
㈱シマノ
㈱パナソニック環境エンジニアリング
㈱TOTO

九州電力
未定

先進電磁エネルギーコース（ 1 名）
TIS㈱

量子電子デバイスコース（ 8 名）
㈱クボタ

富士通関西中部ネットテック株式会社
東京大学大学院
京都大学大学院
㈱島津製作所
甲陽音楽学院
本田技研工業㈱
未定

通信工学クラス（ 8 名）
㈱富士通テン
奈良先端科学技術大学院大学
陸上自衛隊

未定(5)

情報通信工学科（ 5 名）
パナソニック㈱
東京大学大学院(2)
高等学校教員
未定

情報システム工学科目（ 1 名）
㈱アイティーエス

■学部卒業生の進学・就職先（本会に関わる内部進学者を除く）

　 　

■大学院前期課程修了者
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日立電線㈱
日本電気㈱(2)
㈱ヒズ
帰国

量子電子デバイス工学コース（59名）
静岡大学大学院
九州電力㈱
関西電力㈱
中部電力㈱
西日本電信電話㈱(2)
㈱野村総合研究所
西日本旅客鉄道㈱
トヨタ自動車㈱
本田技研工業㈱
日産自動車㈱

㈱東芝(3)
三菱電機㈱(4)
パナソニック㈱(2)
パナソニック　エレクトロニックデバイス㈱
ソニー㈱(2)
ダイキンエ業㈱
シャープ㈱(2)
富士通㈱
富士ゼロックス
㈱フジクラ
住友電気工業㈱(2)
古河電気工業㈱
ダイヤモンド電機㈱
三菱重工業㈱(2)
㈱日立製作所(2)
新日本製鐵㈱

㈱神戸製鋼所
㈱島津製作所
㈱堀場製作所
帝人㈱
住友金属工業㈱
ボッシュ㈱
大日本スクリーン製造㈱
スタンレー電気㈱
シンテック㈱
ローム㈱(2)
㈱クボタ
㈱リコー(2)
㈱デンソー
未定(6)

システム・制御・電力工学コース（ 4 名）
未定(4)

先進電磁エネルギーコース（ 2 名）
大阪大学
㈱千代田テクノル

情報通信工学コース（ 7 名）
大阪大学(2)
㈱エネゲート
未定(4)

量子電子デバイス工学コース（17名）
大阪大学(2)
産業技術総合研究所
富山県職員
帰国
未定(12)

　 　

■大学院後期課程修了者

注意：会社名等の後ろのカッコ内数字は人数（数字のないものは一人）を表します。調査時（平成23年 3 月末まで）に回答の
得られたものを（順不同で）記載しました。
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［本部］
会　長
 渡辺　克信（通42） 朝日放送㈱

副会長
 吉野　勝美（電39） 島根県産業技術センター
 鶴保　征城（子39） 学校法人・専門学校HAL

東京
 金藤　敬一（電46） 九州工業大学
 白髭　修一（電46修） 中国電力㈱
 石徹白和夫（電47） 日本原子力防護システム㈱
 坂入　修二（電47修） 四電エンジニアリング㈱
 片山　正昭（通56） 名古屋大学
 谷口　研二（子46） 阪大・工・電電情・気

幹　事
 河崎善一郎（通48） 阪大・工・電電情・通
 田中　和浩（電49） ㈱ダイヘン
 山元　正人（電53） 日本電気㈱
 白神　宏之（電54） 阪大・レーザー・パワー

フォトニクス研究部門
 庄中　　永（通54） オムロン㈱
 田中　史朗（電56） ㈱東芝ビジュアルプロダク

ツ社
 横川　俊哉（電57） パナソニック㈱
 岸元　泰親（子57） シャープ㈱
 松本　一也（子57） 住友電工㈱

 魚田　利浩（電58） シャープ㈱
 村上　匡且（電58） 阪大・レーザー・光・量子

放射学研究部門
 田辺　達也（子58） 住友電気工業㈱
 仲嶋　　一（子58） 三菱電機㈱
 浦部　嘉夫（通59） パナソニック㈱
 武智　芳博（電61） 関西電力㈱
 藤田　卓志（子61） ㈱富士通研究所
 木村　秀夫（電62） 西日本電気テック株式会社
 西中　哲郎（電62） 阪急電鉄㈱
 西口　芳明（電平元） 三菱電機㈱
 森　　勇介（電平元） 阪大・工・電電情・子
 松田　洋一（通平 2 ） NTTスマートコネクト㈱
 山田　佳弘（通平 2 ） 日立コンシューマエレクト

ロニクス㈱
 舟木　　剛（電平 3 ） 阪大・工・電電情・気
 尾上　孝雄（子平 3 ） 阪大・情報科学研究科・情

報システム工学専攻
 牛尾　知雄（電平 5 ） 阪大・工・電電情・通
 藤井　彰彦（子平 5 ） 阪大・工・電電情・子
 白石　偉久（子修平 8 ) 三洋電機㈱
 服部　　聡（通平 8 ） 関西電力㈱
 木下　和彦（情平 8 ） 阪大・情報科学研究科・情

報ネットワーク学専攻
 南浦　武史（電平 9 ） 三洋電機㈱
 羽原　英明（現教員） 阪大・工・電電情・気

澪電会役員

阪大・工・電電情・気：大阪大学　大学院工学研究科　電気電子情報工学専攻　電気電子システム工学部門
阪大・工・電電情・通： 〃 〃 〃 情報通信工学部門
阪大・工・電電情・子： 〃 〃 〃 量子電子デバイス工学部門
阪大・情報科学研究科： 〃 大学院情報科学研究科
阪大・レーザー　　　： 〃 レーザーエネルギー学研究センター
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［東京支部］
代表幹事
 上村　芳明（通48）東芝電波プロダクツ㈱
 TEL：044-548-5235

 浅井　　裕（基47）沖電気工業㈱
 TEL：03-5403-1211

事務局
 田中　史朗（電56）㈱東芝　ビジュアルプロダク
ツ社

 〒198-8710　青梅市末広町2-9　東芝青梅事業所
#30-2F

 TEL：0428-34-2057

 FAX：0428-30-7331

 E-mail：fumi.tanaka@toshiba.co.jp
 斉藤壮一郎（通55）沖電気工業㈱
 TEL：03-5445-6014

 E-mail：saitou329@oki.com

［東海支部］
代表幹事・事務局
 山口　雅史（子平 3 ）名古屋大学
 〒464-8603　愛知県名古屋市千種区不老町C3-1

 TEL：052-789-3638

 FAX：052-789-3156

 E-mail：yamaguti@nuee.nagoya-u.ac.jp

［北陸支部］
代表幹事・事務局
 藤田　輝雄（子53）福井工業大学
 〒910-8505　福井県福井市学園　3-6-1

 TEL：0776-29-2517

 E-mail：tfujita@fukui-ut.ac.jp

［九州支部］
代表幹事・事務局
 服部　励治（電61）九州大学
 〒819-0395　福岡県春日市春日公園6-1

 TEL＆FAX：092-583-7883

 E-mail：hattori@astec.kyushu-u.ac.jp

［四国支部］
代表幹事・事務局
 山間　昭典（電63）四国電力㈱
 〒760-8501　香川県高松市亀井町7-9

 TEL：050-8801-8330

 FAX：087-836-0637

 E-mail：yamama13337@yonden.co.jp

［中国支部］
代表幹事・事務局
 増岡　裕樹（通平11）中国電力㈱
 〒730-8701　広島市中区小町4-33

 TEL：050-5521-0982

 FAX：082-523-6308

 E-mail：276972@pnet.energia.co.jp

［澪電会本部事務局］
 大阪大学　大学院工学研究科　電気系内
 〒565-0871　吹田市山田丘2-1

 TEL：06-6879-7789

 FAX：06-6879-7774

 E-mail：reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp
 （安井晴子）

　澪電会支部としては、東京、東海、北陸、中国、四国、九州支部が活動を行っています。最新の連絡先を付記し
てありますのでご用の節はお気軽にご連絡下さい。

支部連絡先

お願い：
記載内容に訂正、変更がございましたら、澪電
会事務局（reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp）
宛にご連絡下さいますようお願い致します。変
更ならびに訂正につきましては、取り纏めの
上、次回役員会にてご報告申し上げます。
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電気昭和26年卒同窓会

日　時：平成22年10月23日
場　所：大阪大学中之島センター
出席者：桜井先生、対尾、宮本、近藤、栗山

　恒例の電気昭和26年卒同窓会を上記の通り開催いた
しました。
　恩師は今回も桜井先生だけでしたが、お歳を訊いて
吃驚するぐらいお元気で当日も他のご予定をやり繰り
してわざわざご出席下さいました。これまで毎回ご出
席の西村先生は腰椎骨折のため歩行がご不自由で前回
に引続き欠席されましたが、大変お元気とのことで
す。
　一方、卒業生は毎回出席者が減少し、今回は僅か 4 

名と相成りました。やはり皆傘寿を過ぎ、体調不良が
欠席理由の大半でした。しかし、予定の時間一杯まで
桜井先生を囲んで少い人数ではありましたが、中身の
濃い楽しい一時を過ごすことができました。
　本同窓会は、昭和51年（卒業25周年）に始まり最初
は 5 年毎、昭和63年からは毎年続けてきましたが、残
念ながら今回をもちまして最終回とすることになりま
した。しかし、来年は卒業60周年に当たりますので、
特別記念同窓会と銘打って出きるだけ多くの参加を得
て開催することにしました。恩師を始め同窓生の皆さ
んには体を大切にされ、是非ともご出席をお願いいた
します。
 （栗山（電気・昭26）記）

さんもく会（関西）ミニ同窓会

日　時：平成22年11月 8 日（月）
場　所：大阪市　天王寺都ホテル

出席者：中野博、木本保夫、米田博明、渡辺義和、
坂本忠臣

　卒業後58年経過した現在、関西在住と思われる12名
の同窓諸兄のうち、大阪市内に足を運び得る 5 名（北
尾兄、百野兄は体調不良で欠席）が11：30に集まり、
来年の再会を楽しみにしながら14：30に解散。
　傘寿を過ぎた戦中派の健康不安の話に終始、偶に懐
旧談が飛び出して楽しいひと時を過ごすことが出来
た。
 （木本（電気・昭27）記）

信二九会（通信29年卒クラス会）

日　時：平成22年11月 3 日（水）・ 4 日（木）
場　所：有馬グランドホテル

　今年は 2 年ごとの関東・関西合同クラス会の年にあ
たり、関西がお世話して有馬温泉で開催した。関東か
ら夫人 1 名と会員10名、関西は夫人 1 名と会員 8 名の
合計20名が参会した。卒業当時55名の会員のうち13名

同窓会だより
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と亡くなられた方が 1／4 弱は、この年代としては少
ない方だが、老々介護で本人のみならず、奥さまの体
調が出席に大いに関係する。
　現地集合でそれぞれ有馬の湯でくつろぎ、 6 時より
宴会となった。翌日は所用のため帰宅された竹本、中
村君と「東広野ゴルフ倶楽部」へ向かう柏井、岸本、
桑木、山中君と別れ、朝から参加した伊藤君を加え
14名で淡路島を縦断し「大塚国際美術館」、「鳴門観
潮」、「北淡震災記念館」を見学し、 2 年後の再開を約
して神戸で解散した。
（関東組）秋山　玄雄、磯崎　眞、小笠原脩夫・夫
人、北沢不二彦、岸本　利彦、竹本　猛夫、滝本　
進、中村　悟、伏見　功、山中　重男
（関西組）伊藤　栄一、柏井　保、金　鉉佑、久保　
理一、桑木　宏、洲崎　薫、前川　禎男・夫人、由利
　宏二、弓場　芳治
 （弓場（通信・昭29）記）

山鹿会（電気昭和36年卒同窓会）

日　時：平成22年12月 1 日（水）～ 2 日（木）
場　所：奈良市　奈良万葉若草の湯　三笠
出席者：相山、池内、井原、柿浦、笠井、河津、
 川辺、佐藤、重松、島、杉山、世古、
 田中敏、田中弘、田畑、中井、永田、
 西村、長谷川、花原、濱口、林、藤田、
 堀、松岡、松村、溝口、村井、村田、
 山田、計30名
ご来賓：桜井先生、山中先生、鈴木先生、安井様

　卒業50周年は平成23年に当るが、平城京遷都1300年
に合わせて繰り上げ、22年末に開催した。ご列席の諸

先生と卒業生30名に同伴のご夫人 4 名を加えた総勢38

名、50周年に相応しい盛大な同窓会となった。当日は
12月とは思えない好天に恵まれ、早めに集合して大極
殿や資料館などを見学しながら1300年前の古代の歴史
に想いを馳せた。
　開宴に先立って 3 名の物故者に黙祷を捧げた後、先
生方からお祝辞を頂戴した。桜井先生から「健康の秘
訣は食べ過ぎない、飲み過ぎないこと」、山中先生か
らは「ゴルフばかりしていてはいけない」など、耳の
痛いご指導を賜った。また、都合によりご出席いただ
けなかった藤井先生からも、ご丁重なメッセージを拝
受した。宴が進むにつれて積もる話に会場が盛り上
がり、卒業生の近況報告はテーブルごとに指名され
た 8 名の代表スピーチのみとなった。今も仕事や趣
味・ボランティア活動など、リタイア後の過ごし方も
様々だが皆生きいきと活動している。お開きは昔コン
パで歌った大高寮歌の大合唱で、桜井先生も意気高ら
かに歌われるなど、あっという間の 2 時間半だった。
　翌日、観光組は興福寺国宝館を見学した後、入り組
んだ路地に古い町屋が建ち並ぶ「ならまち」を散策
し、江戸時代の風情を楽しんだ。ゴルフ組は奈良の杜
GCで日頃の成果を競い、恒例の東西対抗戦は久し振
りに西軍が制した。次回は 2 年後に関東組の幹事で、
名残惜しみつつ再会を期して解散した。
 （長谷川（電気・昭36）記）
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平成22年度　電子情報工学科特別講演会
電子情報工学科入学・澪電会入会祝賀会

　平成20年度から始まった電子情報工学科特別講演会
電子情報工学科入学・澪電会入会祝賀会も、平成22年
度で 3 回目となった。今回も、昨年同様、いちょう祭
期間中の 4 月30日（金）に開催された。
　講演会に先立って、10：00～15：00の間、工学部施
設公開の一部として、また、電子情報工学科 1 年生配
当講義「電子情報工学序論」の一環として、電気系全
研究室の公開が行われた。一般来場者に交じって、電
子情報工学科 1 年生が電気系研究室の最新の研究内容
を見て回った。
　電子情報工学科特別講演会は、15：00～17：00に、
共通講義棟U3-211講義室にて、開催された。電子情
報工学科学科長・村上孝三教授（電子・昭46）により
「未来を拓く次世代インターネット」と題する講演が
行われた。長年に渡って村上教授が取り組んでこられ
た通信技術に関する研究を踏まえて、あるべきイン
ターネットの将来像をご示唆頂いた。続いて、日商エ
レクトロニクス株式会社・取締役会長・辻孝夫様（電
子・昭48）より「技術革新と新事業への挑戦」と題す
るご講演を頂いた。携帯電話など、20世紀の初頭に考
えられていた100年後の未来技術の多くが現実のもの
となったことや、日商エレクトロニクス株式会社の子
会社であるフュージョンコミュニケーションズ株式会
社が、電話関連事業において革新的な事業展開に挑ん
できたこと等を紹介され、希望に燃える新 1 年生を激
励して頂いた。電子情報工学科 1 年生126名、教員・
一般聴講者26名、合計152名の聴衆が、熱心に講演に
耳を傾けた。
　講演会終了後、17：30～19：00には、学生食堂ファ
ミール第 2 食堂において、電子情報工学科入学・澪電
会入会祝賀会が開催された。河崎善一郎教授の司会の
もと、澪電会会長・白川功名誉教授（電子・昭38）に
よる祝辞に続いて、日商エレクトロニクス株式会社・
辻孝夫会長からも祝辞を頂戴した。この後、村上孝三
教授のご発声で乾杯が行われた。学部 1 年生の大多数
が未成年であるため、お茶やジュースなどのソフトド
リンクでの乾杯とあいなった。しばらくの歓談の後、
三浦克介准教授（電子・平 4 ）の司会でクイズが行わ
れた。「東大阪の中小企業連合が製作し、話題となっ

た人工衛星「まいど」号、河崎研究室も技術協力して
いました。さて、衛星の役割は？①太陽風の観測、
②オーロラ観測、③雷観測」といった、電子情報工
学科や澪電会にまつわる全15問の三択問題が出題さ
れ、 1 年生が回答した。成績優秀者には、図書カード
が景品として贈られた。最後に、澪電副会長・谷口研
二教授（電子・昭46）の音頭による万歳三唱で締めく
くりとなった。 1 年生82名、教員49名、大学院生ス
タッフ11名、合計142名が、楽しいひと時を過ごし
た。
 （三浦克介（電子・平 4 ）記）

平成22年度　総会・講演会・懇親会

　平成22年 6 月 4 日（金）大阪梅田・新阪急ホテル
「花の間」にて158名の参加者を得て開催された。総
会に先立って「花の間」にて午後 5 時から平成22年度
澪電会講演会が開催された。今回は、小牧省三教授か
ら「無線通信の研究とその社会的責務」、谷口研二先
生から「シリコンに魅せられた35年」と題してお話し
をいただいた。長年の研究成果に基づいた大変興味深
い有益な講演であった。
　引き続き平成22年度澪電会総会が午後 6 時30分より
同じく「花の間」で行われた。白川功会長（電子・昭
38）の挨拶の後、伊藤利道総務幹事（電気・昭50）か
ら平成21年度事業報告が、また舟木剛会計幹事（電
気・平 3 ）から平成21年度決算報告が行われ、それぞ
れ承認された。続いて渡辺克信新会長（通信・昭42）
を選出し、承認と挨拶の後、新副会長 1 名と新幹事18

名の指名と承認がなされた。引き続き牛尾知雄新総務
幹事補佐（電気・平 5 ）から平成22年度事業計画案
が、また尾上孝雄新会計幹事（電子・平 3 ）から平成
22年度予算案の説明が行われ、拍手をもって承認され
無事終了した。
　懇親会は午後 7 時より、会場「紫の間」に移して行
われた。渡辺新会長の挨拶のあと、宮原秀夫大阪大学
前総長・名誉教授、情報通信研究機構理事長（通信・
昭42）及び藤野隆雄㈱ケイ・オプティコム代表取締役
社長（通信・昭46）からご祝辞を頂戴した。その後、
金藤敬一九州支部長（電気・昭46）の御挨拶の後、白
川前会長の音頭で乾杯し、賑やかな歓談のひとときを
持った。最後に谷口　研二副会長（電子・昭46）のご

澪電会だより
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発声のもと万歳三唱を行い、盛会裡に散会した。
 （尾上孝雄（電子・平 3 ）記）

平成22年度  第28回  澪電会見学会  実施報告
朝日放送見学　－施設見学とプチ観光－

日　時：平成22年11月 2 日（火）　 8 ：45～17：00

見学先：朝日放送株式会社・本社ビル
 　（大阪市福島区福島 1－1－30）
 朝日放送生駒送信所
 　（奈良県生駒市鬼取町662）
 大本山　霊山寺
 　（奈良県奈良市中町3879）

　当日は朝 8 時半に新大阪に集合した後、観光バスに
て生駒に向かいました。最初の見学先である生駒送信
所では、屋内施設見学後、参加者面々は鉄塔に登り、
送信施設の説明を受けると共に生駒の山並みを一望す
ることが出来ました。一行はその後、バスで20分ほど
の所にある霊山寺を訪れました。敷地内にある「仙人
亭」にて名物シェフの懐石料理に舌鼓を打った後、歴
史的重厚感漂う境内の散策を楽しんで頂きました。最
後に、バスにて大阪市内に移動、真新しい朝日放送本
社ビルを訪れました。入館し、本年度澪電会会長であ
る渡辺克信社長の歓迎の挨拶を受けた後、 3 班に分か
れて放送設備、収録スタジオなどメディア関係ならで
はの見学を体験する事ができました。
 見学担当幹事：白神宏之、村上匡且

平成22年度電気系卒業祝賀・謝恩会

　平成22年度電気系卒業祝賀・謝恩会は、平成23年 3 

月25日（金）学位授与式当日の午後 6 時から、千里阪
急ホテル・仙寿の間において開催予定でしたが、 3 月
11日（金）の東北地方太平洋沖地震に伴う震災被害状
況、社会情勢等を考慮し、開催を中止といたしました。

平成22年澪電会東京支部総会報告

　平成22年澪電会東京支部総会が2010年 4 月23日午後
 6 時よりメルパルク東京にて開催されました。ご来賓
として白川功会長、伊藤利道総務幹事、事務局の牛尾
知雄准教授、また大阪大学工業会会長の池田博昌様、
ご講演を頂いた株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ代
表取締役社長　山田隆持様にご臨席頂きました。基礎
工学部、他、電気系以外からのご参加19名を含め総勢
160名の盛会でありました。
　今回は「モバイルの現状と今後」というテーマで山
田隆持様の講演を実施致しました。予想を上回る大勢
の方が聴講される大盛況でしたが、会場が人であふれ
て立ち見が出、会場に入れない方がドアの外から聴い
ているほどでした。講演は世界のモバイル市場の動向
と日本の現状について市場環境と競争環境から見たド
コモの位置づけ、それに対するドコモの取り組みを講
演頂きました。市場が成熟期に入りお客様主導のPull

型へと変革を進め、モバイルの更なる進化として動画
サービス、LTE導入、ソーシャルサポートサービス
など 7 項目にわたるチャレンジの説明を頂きました。
大変力強い、熱のこもった、時にユーモアをまじえた
とてもわかりやすく楽しく聞ける内容でした。グロー
バルで展開していくこれからのドコモに注目していき
たいと感じました。
　続く懇親会では、まず鶴保支部長から今回はここ数
年にない多数の参加に対しての御礼の挨拶がありまし
た。そして、リーマンショック以降IT関係は厳しい
環境であること、また産業界は20年にわたる低成長を
継続中であるが、これを30年にしてはいけない。こう
いう時こそ技術革新が大切で、その取っ掛かりとして
モバイルは重要である。さらにこの澪電会コミュニ
ティーを活用して欲しいとの挨拶がありました。白川
功会長からは本部でもこれほど人は集まらない。山田
さんのような人が来て若い人も含めて多くの人が集ま
るような澪電会になって欲しいとのご挨拶を頂きまし
た。
　続いて大阪大学工業会会長の池田博昌様からは今年
は通信工学科の70周年であるが、最近は節目を祝うこ
とが無くなっているご時勢を憂えられた後、工業会で
は 7 月に50－70代を中心に異業種懇談会を企画中との
ご挨拶を頂きました。
　更に、伊藤利道総務幹事からは電気系・澪電会の近
況報告として、電気系の校舎の増築、入学祝賀会報
告、学生の定員増、平成24年度からは前期日程のみに
する予定といった話について詳細に報告頂きました。

朝日放送本社前にて全体写真風景
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白川功会長から乾杯のご発声頂き、多数の参加の皆様
による懇談となり、あちこちで久しぶりに会う方々の
挨拶、笑い、歓声が飛び交う賑やかなものとなりまし
た。
　会終盤、本年東京支部総会幹事会社を代表して上村
芳明氏（東芝）から挨拶があった後、次回幹事会社を
代表して中島成氏（住友電気工業）から来年へ向けて
の力強い挨拶／万歳三唱をもって総会全予定を盛会裏
のうちに無事終了致しました。

平成22年度東海支部総会・見学会報告

　澪電会東海支部は、平成22年11月 6 日（土）、支部
総会、見学会および懇親会を開催しました。ご来賓と
して澪電会会長の渡辺克信様、副会長の吉野勝美先生
にお出で頂きました。支部からは片山正昭東海支部長
（電子・昭56）をはじめ、昭和37年度卒から平成20年
度卒までの38名の参加者を得て、合計40人の盛会とな
りました。
　当日はJR刈谷駅に集合後、マイクロバスで刈谷市
内にあるある㈱デンソーに移動し、白崎慎二様（通
信・昭49）からご挨拶頂きました。次に、デンソー
ギャラリーに移り、澪電会会員でもあるデンソー㈱の
皆様に説明いただきながら、車載部品、家電製品、通
信機器の展示を見学し、知識を深めることができまし
た。続いて、隣接するデンソーエムセス社電波実験室
に移動し、国際規格を満たしたEMC（電磁適合性評
価）試験場を見学しました。デンソーエムセス社には
合計 8 個の電波暗室、シールドルームが存在する国内
最大規模の試験場であり、その中から 2 つの実験室を
見学させて頂きました。見学では、最新の実験設備と
評価試験の実際について説明頂きました。
　総会は、デンソー内会議室で開催されました。片山
支部長による開会の御挨拶の後、渡辺澪電会会長から
御挨拶を頂戴しました。議事に入り、山口代表幹事よ
り活動報告および計画が報告されました。次に、高田
会計幹事より提出された予算案が原案通り承認されま
した。議事終了後、本部より頂いた「母校と澪電会の
いま－電気系教室創立から102年－」という資料を基
に、筆者が母校の動向について概説しました。内容
は、大学および大学院の入試に始まり、電気系校舎の
建て替え・改修工事、グローバルCOEの獲得状況な
ど電気系教室の近況などでした。その後、白崎様よ
り、「カーエレクトロニクスの進展とデンソーの技術
／人材育成」という題目で講演いただきました。自動
車と情報通信技術、自動車業界の事業環境変化と課

題、企業から見た人材育成についてわかりやすく解説
頂きました。
　懇親会は刈谷プラザホテル内にあるClaretで開催し
ました。吉野澪電会副会長（電気・昭和39）のご挨拶
で乾杯し、来賓と会員、会員相互で話が弾み、須川嘉
幸氏（電気・昭和37）の音頭のもと、万歳三唱で懇親
会を終えました。
　最後に、見学会・総会および懇親会会場のお世話を
いただいた後藤彰幹事（通信・昭和58）を初めとする
デンソー㈱に所属する澪電会会員諸兄に厚く御礼申し
上げます。
 （平田　晃正（通信・平 8 ）記）

平成22年度北陸支部総会・見学会報告

　澪電会北陸支部は、 6 月12日（土）に、第21回支部
総会を北陸電力「アリス館志賀」にて開催し、総会の
後、北陸電力（株）志賀原子力発電所、福浦風力発電
所の見学会を行いました。本部からは、渡辺克信会
長、吉野勝美副会長、谷口研二副会長、牛尾知雄総務
幹事補佐をご来賓にお迎えし、総会は15名の参加とな
りました。
　当日はJR金沢駅西口に午前11時過ぎに集合し、貸
し切りバスにて、日本海を左手に昼食をバス内でと
り、能登有料道路を約 1 時間半、「アリス館志賀」に
午後 1 時前に到着、午後 1 時から支部総会を開催いた
しました。石徹白支部長の挨拶で始まり、渡辺会長に
挨拶いただいた後、平成21年度の事業報告と会計決算
報告を行いました。続いて、平成22年度の事業計画
案、予算案の審議、了承をいただいた後、牛尾知雄総
務幹事補佐から本部報告をいただきました。総会の
後、志賀原子力発電所の見学、また、発電所内より福
浦風力発電所の見学を行い、「ローリィ（花のミュー
ジアム）」にて、花の匂いにつつまれながら、ひとと
きの歓談を楽しみました。
　午後 4 時に見学会を終了後、一路、能登有料道路を
金沢に戻り、午後 5 時半から駅前の高崎屋さんにて懇
親会を開催しました。渡辺会長の乾杯の音頭に始ま
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り、北陸の新鮮な食材に舌鼓を打ちながらの会員の近
況報告であっという間に時間が経ち、無事に今年度の
支部総会の行事を終えることができました。ただ、大
阪行き特急の最終電車発車時刻を気にしながらの懇親
会であったのが心残りでした。しかし、今回の懇親会
にも北陸支部最長老の中谷先生（元富山大学教授）が
駆けつけてくださるとともに、応用物理学科出身の木
澤様にも参加していただき、支部総会が盛り上がった
ものと思います。
　来年度以降も、特に若い会員の方々の参加をお願い
いたします。最後に、お世話くださった北陸電力様に
御礼申し上げます。
 （藤田輝雄（電子・昭和53）記）

平成22年度澪電会中国支部総会について

　澪電会中国支部では、10月16日（土）、キリンビア
パーク岡山において見学会および支部総会を開催しま
した。本部から、渡辺克信会長、吉野勝美副会長、総
務幹事の河崎善一郎先生をご来賓としてお迎えしまし
た。また、中国支部からは、八十島義行（電昭40）、
白髭修一（電修昭46）、朝山修（電昭48）、米田敏祥
（電昭52）、福島透（基礎工昭56）、市川徹（基礎工昭
57）、相木泰治（電平元）、梶山勝哉（通平 5 ）、増岡
裕樹（通平11）、疋田麻里子（基礎工平16）、福本直紀
（通平16）、黒谷崇史（電平18）、立花亮（基礎工平
20）、冨澤太一（電平20）の14名の方にご出席いただ
き、合計17名の盛会となりました。
　当日は、JR岡山駅付近の林原モータープールに集
合後、バスで岡山市東区にあるキリンビアパーク岡山
に移動し、支部総会を開催しました。総会では、渡辺
会長、吉野副会長からご挨拶を頂くとともに、河崎先
生から電気系の建物建替や専攻・学科の再編等、母校
の近況についてご紹介いただきました。続いて議事に
入り、事業・会計報告は原案どおり承認されました。
次に、同じ敷地内にあるキリンビール岡山工場におい
て見学会を開催しました。同工場では、ボイラーの燃
料交換（ガス化）に引き続き、天然ガス・バイオガス
混焼型コ・ジェネレーションシステムや太陽光発電等
の導入により、CO2排出量削減について高い効果を出
されており、省エネルギーの視点でビールの製造工程
を見学しました。見学会の後、キリンビアパーク岡山
の方に家庭でのおいしいビールの飲み方を教えていた
だき、造りたてのビールを試飲しました。ご案内いた
だいたキリンビアパーク岡山の方には、この場を借り
て厚く御礼申しあげます。

　見学会終了後の懇親会では、一人ずつ自己紹介と近
況報告を行うことができ、短い時間ではありました
が、和気あいあいと有意義な時間を過ごし、来年度の
再会を期して散会となりました。
　今年度も、初めてご出席いただいた方や若い方にも
多数ご出席をいただき、盛会とすることができまし
た。ご多忙の中、ご出席いただきました皆様方に感謝
申し上げます。来年度も同時期に開催する予定ですの
で、多数ご出席下さいますようお願い申し上げます。
 （増岡裕樹（通・平11）記）

平成22年度　澪電会四国支部総会　議事録

　四国支部では、平成22年11月20日（土）に、設備見
学会と総会・懇親会を香川県高松市で開催しました。
昨年11月に続き、 5 年連続での開催でした。
　当日は、晴天に恵まれ、本部より渡辺克信会長、吉
野勝美副会長、牛尾知雄幹事および事務局の安井様を
ご来賓としてお迎えし、四国支部からは坂入修二支部
長をはじめ15名の参加者を得ることができました。
　まず、コトデン潟元駅に集合した後、四国電力㈱総
合研修所にて訓練用変電所設備の見学を行いました。
この施設は、四国電力の変電部門の社員に対し、実際
の変電所設備と同じ設備を用い、運転・保守等の教
育・訓練を行うためのもので、実機のカットモデルを
用いた説明の中では、各種遮断器の消弧原理や配電用
変圧器の内部構造などについて、活発な質問がでまし
た。また、その後、体験型研修装置を用い、制御電源
短絡（直流・交流）やナット落下衝撃を体験していた
だき、災害の擬似体験は貴重であるといったご意見や
過去を振り返ると、危険な事例があり、今思うと怖い
ことがあったとのご感想をいただきました。
　次に、高松駅近くにある会場に移動し、総会と懇親
会を行いました。総会では、幹事の山間の司会で、坂
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入支部長の挨拶から始まり、渡辺会長・吉野副会長か
らのご挨拶、牛尾幹事からの母校近況報告を頂きまし
た。
　坂入支部長からは、参加頂いたご来賓や支部会員へ
のお礼や、今後とも支部活動を活性化していきたいと
いう抱負。渡辺会長からは、澪電会本部の近況と朝日
放送新社屋の紹介。吉野副会長からは、島根県でのご
自身の近況。牛尾幹事からは母校の学科や研究室など
の組織や活動状況、かつて学んだ電気系建物の耐震補
強工事の実施状況などを伺うことができました。牛尾
幹事の近況報告に対しては、最近の卒業生の就職状況
など、参加者から活発な質問があり、非常に有意義な
情報交換・共有の場となりました。
　引き続き議案審議に移り、山間より平成21年度の決
算、平成22年度の活動計画や予算等の議案を提案し、
全会一致で承認され、総会は無事に終了いたしまし
た。
　講演会の後、懇親会に移り、山下一彦元支部長の乾
杯の音頭により、懇談に入りました。頃合いを見計ら
い、参加者による自己紹介と近況報告を行いました。
皆さんお話好きの方ばかりで、例年にもれず全員が話
し終わるころには、終了予定時刻となり、尾田牧弘幹
事の音頭で乾杯を行い、お開きとなりました。
　ご多忙の中、ご出席いただきました皆様方に感謝
し、御礼申し上げます。
 （山間昭典（電・昭63、電修・平 2 ））

平成22年度澪電会九州支部総会報告

　澪電会九州支部では、見学会、支部総会および懇親
会を10月23日（土）に開催いたしました。本部より会
長の渡辺克信様、副会長の吉野勝美先生、総務幹事補
佐の牛尾知雄先生にご出席賜りました。
　九州支部からは河村寿三（気S29）、田中祀捷（気
S37）、金藤敬一（気S46）、笹尾勤（子S47）、三谷康
範（気S56）、小森望充（基礎工S57）、服部励治（気
S61）、吉水清文（気S62）、藤村高志（通H元）、田
口彰（気H 7 ）、渡邊政幸（気H13）、橋口卓平（気
H17D）が出席しました。
　当日はJR博多駅に集合後、福岡県志免町に残る重
要文化財である志免鉱業所竪坑櫓の視察を行いまし
た。当日は休日にもかかわらず志免町学芸員の徳永様
にご案内をいただき、現物を目の当たりにしてそのス

ケールに驚嘆するとともに、老朽化が進んでいるなか
にあっても当時稼働していた様子を思い起こさせるよ
うな雰囲気を保っていました。出席者からの質問にも
ご丁寧にわかりやすい説明をいただきました。この場
を借りて厚く御礼申し上げます。その後は、アサヒ
ビール博多工場を見学しました。太陽光発電の導入や
廃棄物再資源化など環境負荷低減への取り組みも積極
的に行われている工場で、残念ながら土曜日というこ
とで操業は停止していましたが、品質を維持するため
の日々の取り組みが垣間見えました。見学後には試飲
が行われ、その鮮度を実感しながらすでに懇親会モー
ドとなっておりました。
　支部総会および懇親会はすし幸本店において執り行
いました。総会では金藤支部長からのご挨拶のあと、
支部事業ならびに会計報告を行い、原案の誤記を一部
修正して承認されました。その後、本部からお越しの
渡辺会長および吉野副会長からご挨拶を賜りました。
続いて、牛尾先生からは母校と澪電会本部の近況をご
報告いただき、電気系のいまをうかがい知ることがで
きました。懇親会では、金藤支部長から参加者一人ず
つにお手製の焼きもの（玄海響焼）がプレゼントさ
れ、早速焼酎を楽しんでおりました。短いひとときで
したが、各参加者から自己紹介と近況報告を行いつ
つ、話題のつきない中で楽しい時間を過ごすことがで
きました。
　ご多忙の中、ご出席いただきました皆様方に感謝申
し上げます。この輪を拡げるべく、九州地区にお知り
合いの会員がおられましたら是非ともお声掛けくださ
い。今後とも会員皆様のご参加とご協力を切にお願い
申し上げます。
 （渡邊政幸（電気・平13）記）



― 30 ―

（電気工学科・電気工学科目・電気工学専攻）
　　学部　　　修士
昭和12年  落合　岩男

16年  高田　源次
20年  樋口　正樹
22年  山下　義美
23年  山中千代衛
24年  甲佐　史郎
25年  辻　　良夫
26年  近藤　道治
27年  木本　保夫
28年旧  藤井　克彦
28年新 30年 辻　　三郎
29年 31年 升田　公三
31年 33年 寺崎　泰彦
32年 34年 大川進一郎
33年 35年 鈴木　　胖
34年 36年 白藤　純嗣
35年 37年 松浦　虔士
36年 38年 濱口　智尋
37年 39年 黒田　英三
38年 40年 山中　龍彦
39年 41年 吉野　勝美
40年 42年 赤澤　堅造
41年 43年 辻　毅一郎
42年 44年 佐々木孝友
43年 45年 朴　　炳植
44年 46年 谷内田正彦
45年 47年 織田　守昭
46年 48年 土師　總一
47年 49年 大森　　裕
48年 50年 原　　　格
49年 51年 田中　和夫
50年 52年 伊藤　利道
51年 53年 木村　紀之
52年 54年 山本　正純
53年 55年 阪部　周二
54年 56年 白神　宏之
55年 57年 伊瀬　敏史
56年 58年 三谷　康範
57年 59年 裏　　升吾
58年 60年 尾崎　雅則

59年 61年 江川　泰弘
60年 62年 秋葉　龍郎
61年 63年 服部　励治
62年 平成元年 佐伯　　修
63年  2 年 藤井　龍彦

平成元年  3 年 森　　勇介
 2 年  4 年 仙井　浩史
 3 年  5 年 舟木　　剛
 4 年  6 年 岩井　　真
 5 年  7 年 藤田　和久
 6 年  8 年 板垣　鉄平
 7 年  9 年 川瀬　博基
 8 年 10年 斎藤　貴光
 9 年 11年 中島　弘朋
10年 12年 矢野　雅一
11年 13年 緒方　晋也
12年 14年 山下　勝則
13年 15年 小谷　研太
14年 16年 犬伏　雄一
15年 17年 小島　鉄也
16年 18年 坂本　雅樹
17年  村井　良多
18年  吉田　　央
19年  大曲　祐子

（通信工学科・通信工学科目・通信工学専攻）
　　学部　　　修士
昭和18年  藤澤　和男

19年  黒田　一之
20年  滑川　敏彦
21年  来住　　徹
25年  竹内　信雄
26年  長岡　崇雄
28年旧  福井　淳一
28年新 30年 末田　　正
29年 31年 由利　宏二
30年 32年 倉橋浩一郎
31年 33年 栗岡　　豊
32年 34年 長谷川利治
33年 35年 宮道　　繁
34年 36年 樹下　行三
35年 37年 西原　　浩

クラス委員
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36年 38年 野村　康雄
37年 39年 真田　英彦
38年 40年 中西　　暉
39年 41年 塩澤　俊之
40年 42年 藤岡　　弘
42年 44年 宮原　秀夫
43年 45年 玉川　允敏
44年 46年 池田　雅夫
45年 47年 中野　秀男
46年 48年 里村　　裕
47年 49年 森下　克己
48年 50年 河崎善一郎
49年 51年 北山　研一
50年 52年 樺澤　　哲
51年 53年 鬼頭　淳悟
52年 54年 井上　　健
53年 55年 中野　幸男
54年 56年 馬場口　登
55年 57年 秦　　淑彦
56年 58年 片山　正昭
57年 59年 榎原　博之
58年 60年 山本　　幹
59年 61年 平　　雅文
60年 62年 原　　晋介
61年 63年 大川　剛直
62年 平成元年 荒木　範行
63年  2 年 戸出　英樹

平成元年  3 年 堀井　康史
 2 年  4 年 松田　洋一
 3 年  5 年 畑　　真司
 4 年  6 年 上田　哲也
 5 年  7 年 安部田貞行
 6 年  8 年 村上　智己
 7 年  9 年 池田　武弘
 8 年 10年 加藤　　真
 9 年 11年 菅原　弘人
10年 12年 中西　淳平
11年 13年 門田　行広
12年 14年 新熊　亮一
13年 15年 東野　武史
14年 16年 村越　昭彦
15年 17年 藤本　正樹
16年 18年 木下　幸裕
17年  山本　勇樹
18年  森岡　康史
19年  工藤　隆則

（電子工学科・電子工学科目・電子工学専攻）
　　学部　　　修士
昭和37年 39年 蒲生　健次

38年 40年 白川　　功
39年 41年 尾浦憲治郎
40年 42年 吉岡　信夫
41年 43年 鷹岡　昭夫
42年 44年 打田　良平
43年 45年 春名　正光
44年 46年 藤原　秀雄
45年 47年 杉本　哲夫
46年 48年 谷口　研二
47年 49年 〆木　泰治
48年 50年 栖原　敏明
49年 51年 村上　敬一
50年 52年 山田　伸一
51年 53年 西川　博昭
52年 54年 中前　幸治
53年 55年 岡田　満哉
54年 56年 薮内　康文
55年 57年 太田　快人
56年 58年 出口　　弘
57年 59年 河合　利幸
58年 60年 森　　俊彦
59年 61年 正田　博司
60年 62年 綿森　道夫
61年 63年 森　　伸也
62年 平成元年 重弘　裕二
63年  2 年 藤村　昌寿

平成元年  3 年 野口　栄治
 2 年  4 年 赤坐　正樹
 3 年  5 年 上野　隆範
 4 年  6 年 三浦　克介
 5 年  7 年 藤井　彰彦
 6 年  8 年 上向井正裕
 7 年  9 年 上野　弘明
 8 年 10年 梶井　博武
 9 年 11年 野田　研二
10年 12年 島田　尚住
11年 13年 藤澤　猛史
12年 14年 大竹隆太郎
13年 15年 小野　俊明
14年 16年 三上　真範
15年 17年 樋渡　伸二
16年 18年 松久　裕子
17年  尾島　正禎
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18年  六車　　充
19年  田村　　悠

（情報システム工学科・
 情報システム工学科目・情報科学研究科）
　　学部　　　修士
平成 5 年  7 年 一階　良知

 6 年  8 年 安部　敬一
 7 年  9 年 原　　隆浩
 8 年 10年 池内　智哉
 9 年 11年 相坂　一樹
10年 12年 密山　幸男
11年 13年 中尾　太郎
12年 14年 工藤　祐介
13年 15年 兼田　佳和
14年 16年 義久　智樹
15年 17年 庄島　大基
16年 18年 渡辺　賢治
17年 19年 野里　良裕
18年 20年 村尾　和哉
19年 21年 高島　真彦
20年 22年 尾崎　麻耶
21年 23年 中川　将史

（電気電子情報エネルギー工学専攻・
 システム・制御・電力工学コース）
　　学部　　　修士
平成20年  吉田　　央

21年  大曲　祐子
22年  大道　哲二
23年  三宅　翔太

（電気電子情報エネルギー工学専攻・
 先進電磁エネルギー工学コース）
　　学部　　　修士
平成20年  馬場　政志

21年  畠山　幹生
22年  遠藤　　恭
23年  田中　聡一

（電気電子情報エネルギー工学専攻・
 情報通信工学部門）
　　学部　　　修士
平成19年  山本　勇樹

20年  森岡　康史
21年  工藤　隆則
22年  木村　共孝
23年  十河　泰弘

（電気電子情報エネルギー工学専攻・
 量子電子デバイス工学部門）
　　学部　　　修士
平成19年  尾島　正禎・村井　良多

20年  六車　　充
21年  田村　　悠
22年  堀　　哲郎
23年  小川　康宏

クラス委員の変更等ございましたら、事務局まで随時
ご連絡下さるようお願いいたします。

個人情報変更・情報提供のお願い

　ご住所・ご勤務先などが変更になられた方は、事務局まで随時ご連絡くださるようお願いいた
します。変更のご連絡は同封いたしました総会の出欠届、平成19年12月に発行いたしました「澪
電会会員名簿」に綴じ込みの「訂正カード」、またはファックス、電子メールでも結構です。ま
た、澪電会ホームページ（http://www.reidenkai.jp/）の「個人情報の修正」からも変更が可能
です。
　会員の受賞の情報、同窓会の開催記事などがございましたら、併せて事務局までお知らせくだ
さい。出来る限り、本会誌に掲載させていただきます。
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澪電会　会則

会　則

第 1 条 本会は澪電会と称する。
第 2 条 本会は事務局を大阪大学大学院工学研究科電気系
内に置く。

第 3 条 本会は会員の親睦を図り、学術の発展および科学
技術に関する知識の啓発に寄与することを目的とし、
そのため適宜必要な事業を行う。

第 4 条 本会の会員はつぎのとおりとする。
(1）正会員
イ． 大阪大学工学部、工学研究科および情報科学研
究科ならびにその前身である学校の電気系卒業生。
ロ． 大阪大学工学部および工学研究科の電気系現教
員。
ハ． 大阪大学工学部電気系教官および教員の主査の
もとで学位を得た者で、本会に入会を希望する者。
ニ． 特に本会に縁故があり、役員会の承認を得た者。
(2）特別会員
正会員以外で大阪大学工学部電気系の教授、助教
授、准教授および講師であった者ならびに特にこの
会に縁故のある者。
(3）学生会員
大阪大学工学部、工学研究科および情報科学研究科
の電気系学生。
(4）賛助会員
本会の活動を援助する法人または個人。

第 5 条 本会に次の役員、委員を置く。
会長　 1 名
副会長、幹事、クラス委員

第 6 条 会長は総会の議を経て選出する。副会長、幹事に
ついては会長が指名し、総会で承認を得る。クラス委
員については別表に従って卒業・修了年別に選出する。

第 7 条 会長は本会の会務を総括し、本会を代表する。副
会長は会長を補佐する。

第 8 条 会長、副会長、幹事は役員会を組織し、会務を処
理する。クラス委員はクラスを代表し、本会に関する
重要事項の相談にあずかる。

第 9 条 役員会の推薦により、本会に顧問を置くことがで
きる。

第10条 役員の任期は 2 年とする。ただし重任はさまたげ
ない。

第11条 定例総会は年 1 回開催する。臨時総会は必要に応
じて開催する。定例総会では事業報告、会計報告およ
び役員改選その他の議事を行う。

第12条 本会の事業年度、会計年度は毎年 6 月 1 日に始ま
り、翌年 5 月31日に終る。

第13条 正会員は別に定めた規定により、会費を毎年 7 月
末日までに納入しなければならない。

第14条 本会は必要に応じて支部を置くことができる。
第15条 本会則の変更は総会の議決を経て行う。

細　則

・会費は年額4,000円とする。（平成 7 年度より実施）
・大学学部卒業時から53年を経過した会員は、会費の納入
を要しない。

 別表
クラス委員選出単位
卒 業 年 学　　　　　部

平成11年以前
電気工学科、通信工学科、電子工学科、情
報システム工学科の各学科卒業生から 1 委
員／年

平成12年
 ～平成21年

電子情報エネルギー工学科電気工学科目、
通信工学科目、電子工学科目、情報システ
ム工学科目の各学科目卒業生から 1 委員／
年

平成22年以降

電子情報工学科システム・制御・電力コー
ス、先進電磁エネルギーコース、量子電子
デバイスコースの各コース卒業生から 1 委
員／年、及び、情報通信工学コース・通信
工学クラス、情報通信工学コース・情報シ
ステム工学クラスの各クラス卒業生から 1 
委員／年

修 了 年 大　 学 　院

平成15年以前

電気工学専攻、通信工学専攻、電子工学専
攻、情報システム工学専攻、電磁エネル
ギー専攻、電子情報エネルギー工学専攻
の 6 専攻修了者から 4 委員／年

平成16年
 ～平成18年

電気工学専攻、通信工学専攻、電子工学専
攻、電子情報エネルギー工学専攻の 4 専攻
修了者から 3 委員／年、及び、情報科学研
究科（電気系 8 講座）修了者から 1 委員／
年

平成19年以降

電気電子情報工学専攻システム・制御・電
力工学コース、先進電磁エネルギー工学
コース、情報通信工学コース、量子電子デ
バイス工学コースの各コース修了者から 1 
委員／年、及び、情報科学研究科（電気
系 8 講座）修了者から 1 委員／年

注）学部のクラス委員は、関連する大学院のクラス委員を
兼任する。
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澪電会　プライバシーポリシー

澪電会では、会員の皆様から事業推進に際して必要最小限の個人情報をご提供頂き、同窓会活動に利用して参りま
した。会員の皆様の個人情報の取り扱いにつきまして下記の通りご案内致します。会員の皆様のご理解・ご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

 1 ．保有する会員の個人情報と個人情報収集方法、利用目的
澪電会（各支部を含む）（以下、本会と称する）が運営上取得した下記の情報を個人情報として取り扱います。
氏名、会員番号、卒業（修了）学部・学科・学科目・研究科・専攻・コース・研究室、卒業（修了）年度、
自宅連絡先（住所、電話／FAX番号、電子メールアドレス）、勤務先（勤務先名称、住所、所属部署、役
職、電話／FAX番号、電子メールアドレス）等
また本会では、その会則に示す目的のとおり、「会員の親睦を図り、学術の発展および科学技術に関する知識
の啓発に寄与することを目的とし、そのため適宜必要な事業を行う」こととして、会員個人情報を以下に示す
事業において利用します。
① 本会会員名簿の整備および発行。
② 本会および本会会員が主催する事業で本会の目的に適ったもの（総会、見学会、同窓会等）の案内およ
びそれにかかる連絡事項の送付。

③ 会報等（電子媒体によるものを含み、本会活動目的に適うものに限る）の配布。
④ 会費および寄付金の収受管理、会費徴収に関わる事務、案内。
⑤ 大阪大学が行う教育・研究の発展に寄与すると判断される大阪大学主催事業の案内送付。

 2 ．個人情報の管理と第三者への開示と提供
(1) 本会が収集した個人情報については、本会により適正に管理を行い、常に個人情報の保護に努めます。
(2) 本会は、前項①～⑤に示す事業推進において、本会から事業委託された業者等が対応することが適切と
判断される場合には、業者等に対して必要最小限の個人情報を開示ならびに提供することがあります。
また、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織の主催事業で、その利用目的から個人情報
の提供が適切と判断される場合には、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織に対して必
要最小限の個人情報を提供することがあります。なお、個人情報の開示もしくは提供を望まない場合
は、本会まで届け出て下さい。届け出のない場合は、原則として「開示可・提供可」として取り扱わせ
て頂きます。

(3) 本会から提供する個人情報は紙媒体もしくは電子媒体によるものとします。
(4) 上記(2)および次の場合を除き、あらかじめ会員本人の事前の同意がない限り、個人情報を第三者へ開
示ならびに提供致しません。
●  法令に基づく場合
●  人の生命、身体又は財産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得ることが困難で

あるとき。
●  公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、本人の同意を

得ることが困難であるとき。
●  国の機関若しくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行することに対し

て協力する必要がある場合であって、本人の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼす
おそれがあるとき。

 3 ．開示・訂正・利用停止請求
本会は、会員から会員本人の個人情報に関する開示請求の申し出があった場合は、当該本人と確認したうえ
で、その情報の開示を行います。また、内容が正確でないなどの申し出があった際には、その内容を確認の
上、必要に応じて個人情報の追加、変更、訂正または利用停止を行います。

 4 ．澪電会に関する個人情報のお問い合わせ・ご依頼先
〒565-0871　吹田市山田丘2-1
大阪大学　大学院工学研究科　電気系内　澪電会事務局
電話　06-6879-7789　　FAX　06-6879-7774　　E-mail　reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp
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発行　澪電会
〒565-0871　吹田市山田丘2-1

大阪大学大学院工学研究科電気系内

電　　　話：06-6879-7789（ダイヤルイン）

ファックス：06-6879-7774

電子メール：reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp

編　集　後　記

　会報澪電No.32をお届け致します。先の震災で被

災されました方々に心よりお見舞いを申し上げます

とともに、こんなときこそ同窓会の力を結集して各

方面からの復興支援に役立てられたらと思わずには

いられません。残念ながら卒業・祝賀謝恩会こそ中

止となりましたが、今後の皆様のご活躍を期待する

とともに、我々幹事一同も気合を入れて頑張ってい

きたいと思っておりますのでよろしくお願い申し上

げます。

　最後になりますが、ご多忙中にも関わらず、本誌

記事の執筆に快くご同意下さいました執筆者の皆

様、ならびに編集にご協力下さいました皆様に、心

より感謝の意を表します。

（編集幹事：木下和彦、藤井彰彦、

羽原英明、牛尾知雄）




